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FOURTH ANGEL SHAMSHEL 


第 4 使徒 シャ ムシ エ 


Ш есһопіс Ѕһееї 。 


OURTH ANGEL SHAMSHEL 


未熟 な 操縦 者 を 
倒し きれ な か っ た 使徒 


人 類 を 脅かす 使徒 と 呼称 され る 敵性 体 。 様々 な 
特殊 能力 を 持つ 使徒 の 中 で も 、 シャ ムシ エル は 直接 
的 な 攻撃 を 仕掛 ける 単純 な “ 力 押 し ” タ イプ と いえ 


を 移行 させ る 能力 脅威 と は 言い 難い 。 
た 戦闘 能力 を 持た な い シ ャ ムシ エル が EVA を 圧倒 で 
きた の は 、 ひと え に EVA 操 縦 者 の 練 度 及び 士気 の 
低 さ の た め だ っ た こと は 間違い な いで あろ う 。 
シャ ムシ エル は 迎撃 シス テム を も の と も せ ず に 第 
3 新 東京 市 へ と 侵入 を 果たす 。 そ こ で 迎撃 に 出 た 
EVA 初 号機 と 交戦 し 、 操縦 者 に 成り 立て の 碗 シン 
ジ を 追い 詰め る 。 し か し 、 丘陵 地帯 に 戦場 を 移し た 
の ち 、 同機 か ら 捨て 身 の 反 撃 を コア に 受け て 活動 
を 停止 、 半ば 相打ち の よう な か た ち : 減 さ れ た 。 
へ ヘブライ 神話 に お いて は 、 エデン の 園 、 第 四 天 の 
支配 者 で あり 、 昼 を 司る 天使 の 王子 の 名 を 冠 され 
て いる シャ ムシ エル 。 か の 天使 の 時 間 帯 と いえ る 日 
中 に 侵攻 し 、 初 号機 を 圧倒 し た も の の 、 日 没 間 近 の 


地帯 に お いて 戦闘 に 巻き 込ま 
の クラ ス メ イ ト 。 彼ら 


呼称 : 4th ANGEL 
第 4 使徒 

天使 名 : SHAMSHEL 
シャ ムシ エル 
象徴 : SYMBOL 


昼 


光 の 触手 


| 能力 : ABILITY 
形態 移行 


第 2 次 直上 会 戦 と 通 
| 称 さ れ た シャ ムシ エル 


分 第 2 次 直上 会 戦 


58 | з. 第 3 新 東京 市 に 
時 相田 ケン スケ お ける 2 度目 の 使徒 
時 鈴原 トウ ジ が 、 決着 は 郊外 の 


Е 丘陵 部 で 着い た 


(ж) 


FLlGHT МОРЕ 


ОСС НОР ПРЕВОЈ 


FOURHH ANGELSHAMSHEL 


シャ ムシ エル の 体 構造 - 


異形 ぞろい の 使徒 の 中 で も 、 特に 異彩 を 放つ 生物 
的 な 外見 を 持つ 。 毒々 し い 体 色 や 胸部 の 節 足 な ど 、 
視覚 的 な 嫌悪 感 を も た ら す 容姿 は 外敵 へ の 備え と い 
える か も し れ な い 。 また 、 背部 に は 呼吸 孔 と 思わ れる 
部 位 が 左右 に 4 対 見 られ る 。 この こと か ら 、 第 3 使徒 サ 
キ エ ル と 同様 に 、 シ ャ ムシ エル も 呼吸 に よっ て 活動 を 
維持 (また は 補助 ) し て いる の で は と 推測 され る 。 


⑳ 頭 部 と 思しき 部 


目玉 模様 は 擬態 を 連想 させ る 。 これ は 天敵 
の 鳥類 を 遠ざけ る た め に 蛇 な ど が 備え て い 
る こと が 多い 。 使徒 の 外敵 は 人 類 。 ヒト に 
対す る 威 貴 を 意味 する も の か も し れ な い 。 


н 
лт 
п 
Ж 


Бау а | 
С РА Еа 
хубгмцорананш У 5: 


ШЭ оксо ра 


移動 主体 の と き は 飛行 形態 を と る シャ ムシ エル 。 敵 と 戦う た め 
の 白兵戦 能力 だ け で は な く 、 速 や か に 目的 地 に 移動 する 飛行 カ 
を 兼ね 備え て お り 、 形態 の 移行 に より 使い 分 ける 。 な お 、 触手 
を 展開 し て 飛行 する 半 戦 闘 形態 も 確認 され て いる 。 


す 側 面 


ЛЕШ 


サキ エル と の 戦闘 か ら 3 週間 を 経て 襲来 し た シャ ム 
シエル 。 使徒 に 対す る 対空 迎撃 は 功 を 奏 さ ず 、 易 々 と 
第 3 新 東京 市 へ と 侵入 する 。 初 号機 に より 先制 を 受 
ける が 、 操縦 者 と な っ て 間もなく 満足 に 戦え ぬ シ ンジ 
を 圧倒 。 ア ン ビ リカ ル ・ ケ ー ブ ル の 切断 に より 内 蔵 電 
源 で 稼働 する 初 号機 を 丘陵 地帯 に 投げ 飛ば す 。 これ 
は 予備 電源 を 装着 させ な いた め に 都市 部 か ら 遠 ざけ 
た と も 考え られ よう 。 そ の 際 、 戦闘 に 巻き 込ま れ た 一 
般 人 を エン トリ ー プ ラグ 内 に 緊急 避難 させ る 初 号機 。 
その 直後 、 同 機 の 無謀 極まりない 突撃 を 制 し て 腹部 を 
挟 る が 、 執念 の 一 撃 に コア を 買 か れ て 残 減 さ れ た 。 


シャ ムシ エル 侵攻 記録 


еј 


上 が っ た 。 


パレ ッ ト ラ イフ ル の 一 斉 射 で 
2 先手 を 打つ 初 号 相 
効 な 打撃 は 与え られ な い 。 
逆 に 聞 雲 な 銃撃 が 起こ し た 
数 煙 に 使徒 の 姿 を 見 失い 、 
危機 を 招い て し まう 。 
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場 
が 
Е 
Е 
地 
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1 未 発達 (もしくは 退化 ) に も 見 える 
胸部 の 脚 。 戦闘 形態 で は 、 第 2 関節 
まで ある 左右 4 対 の 脚 が 折り 弓 ま れ 
る よう に 収納 され る 。 


胸部 と 思しき 部 位 と コア 


エビ の 腹 脚 に 酷似 し た 器官 を 
持ち 、 そ の 喉元 らし き 位置 に コ 
ア が ある 。 な お 、 移動 は 浮遊 
し て 行なう 。 その た め 、 自 重 を 
支え る に は 強度 不足 で あろ う 
脚 で 直 に 地面 を 歩く こと は な 
く 、 主 に 自重 が 減じ る 水中 で 
使用 され る の で は と 思わ れる 。 


き 続 ける 伸縮 自在 の 触手 。 握っ た 初 号機 の 手 が 
だ れ て お り 、 高熱 を 発し た 触手 と それ を 振る う 運 動 エ ネル ギー 
に よっ て 対象 を 切断 し て いる と も 考え られ る が 、 詳細 は 不明 。 

つつ "打撃 攻 撃 で な く 、 鋭利 な 刃 の 


よう に 切り 裂く 武器 と し て も 用 いら 
れ 、 ビ ル を も 寸断 する 鋭さ を 持つ 。 


巻き 付け て “掴む "動作 も 可能 な 
用 さ を 持ち 得 て い る 上 に 、 触手 一 本 ЊЕ 
で 初 号機 を 投げ 飛ば す 怪 力も 誇る 。 Ё 


Мопспш 。 
サン プル を も た らし た 初 の 使徒 


用 を ほぼ 留め た 


⑨GAINAX・ カ ラー/Project Ема. @GAINAX・ カ ラー/EVA 製 作 委員 会 
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伊吹 マヤ 


MAYA IBUKI 


Ilustration by Youichi Fukano 


キャ ラク ター シー ト 


haracter Sheet 


| са IBUKI 


個人 情報 

名 前 伊吹 マヤ 

ав | 248. 

зя | 日 本 

生年 | A.D.199177/11 
血液 弄 A 型 


所 属 NERV/ 技 術 開発 部 技術 局 一 課 


技術 局 一 課 に 所 属す る 二 尉 、 伊吹 マヤ 。 彼 女 は 
大 学 を 卒業 する と 同時 に NERV に 入所 し 、 その 後 赤 
木 リツ コ 直 属 の 部 下 と し て 、 対 合 徒 戦略 の 骨子 と な 
る 「E 計 画 ] に 携わる こと と な る 。 EVA に つい て どの 
程度 の 事実 を 知ら きれ て いた の か は 不明 だ が 、 仮に 
すべ て の 真実 を 知っ て いた と し た ら 、 深 癖 な 性 格 の 
彼女 が EVA の 存在 を 許容 で きる と は 考え 難い 。 

彼女 の 主 な 職務 は リツ コ の 補佐 だ が 、 使徒 襲撃 の 
際 に は 、 NERV 本 部 中 央 作戦 司令 室 の オペ レー ター 
席 に お いて 、 日 向 マコ ト 、 青葉 シゲ ル ら と 共に オペ レ 
ー テ ィング 任務 に 従事 。 EVA 操縦 者 の シン クロ 率 等 
を モニ ター し 、 情報 の 収集 、 分 析 を 担当 する こと と 
な る 。 また 、 非常 に 仕事 熱心 な 女性 で 、 デ スク を 離 
れる と きも ノー ト パ ソ コン を 手 に し て いる 場合 が 多い 。 
EVA 初 号機 が 覚醒 し 、 使徒 より S: 機 関 を 取り 込ん 
だ 際 も 、 誰 も が 果 然 と し て いる 中 、 冷静 に と は いか 
な いま で も 彼女 だ けが 自ら の 任務 を 続行 。 EVA の シ 
ンク ロ 率 を 分 析 し た 上 で 報告 し て いた 。 ちな み に あ 
まり 表 に 出る こと は な い が 、 リツ コ に より 直接 教授 
され た 技術 を 誇る 、 優秀 な プロ グラ マー と し て の 一 
面 も 持っ て いる 。 

使徒 残 減 作戦 を 計画 し 指示 を 出す ミサ ト や 、 直接 
的 に EVA の 建造 に 関わ る リツ コ ら の よう に 組織 に お 
ける 重要 な ポジ ショ ン に 位置 せ ず 、 目 立つ 仕事 を し 
て いる わけ で は な い マ ヤ 。 た だ 、 彼 女 の よ うな 存在 
が いな く て は 、 そう いっ た 重要 な 計画 を 円 滑 に 遂行 
する こと は 困難 を 極め る 。 そう いっ た 意味 で 、 NERV 
に 欠か すこ と の で き な い 人 材 で ある と いえ る だ ろう 。 


= 人 物 相 閑 図 
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上 司 (85) 


ажжуул E 計 画 責任 者 、MAGI 
時 日 向 マ コト || の 運営 及び 管理 担当 

Эд ЕЈ 者 を 兼任 する 科学 者 。 
215223 常に 論理 的 な 思考 を 
NERV 展開 する 、NERV の 中 


枢 を 担う 存在 。 


表 情 Бин 
J 
| デー 
аенда, айе Ноо. 
正確 に オペ レーティング する 冷静 さ \ る 。 
ー 短 < 整え られ た 髪 と ば っ に す ペ レー ティ ン GR 
ちり と し た 瞳 か ら は 、 ど こ 
と な く あ どけ な さ が 感じ られ 
る 。 綺麗 と いう より は 、 可 
在 ら し い 印 象 の 女性 だ 。 
ー 基 本 的 に は 明る く 素 直 
な 性 格 の 持ち 主 の た め 、 仕事 中 は 、 臣 天 感 を 伴 
笑顔 を 見 せる こと が 多い 。 っ た 真剣 な 表情 を し て い 
殺伐 と し が ちな 司令 室 の る こと が 多い 。 仕事 に 対 
雰囲気 を 和 ま せ て くれ る する 、 真 面目 で 熱心 な 姿 
存在 と いえ る 。 勢 が 、 そ の 表情 ひと つか 
ВЕРИ 
мл 
制服 
х 4 1 5 
他 の オペ レー ター た ちと 共同 で 作業 する こと も 多い マヤ 。 あ まり 階級 
スタ ッ フ は 、 デザ イン の 制服 の 着用 が 義務 づけ られ て いる よう だ 。 
ー 一 般 的 な NERV ス タッ フ 
の 制服 を 着用 し て いる マヤ 。 
一 部 に は 素足 と お ぼ し き 女 
性 オペ レー ター の 姿 も 見 有 
けら れる が 、 彼 女 は 常に 白 
い タ イツ を 着用 し て いる 。 
тээж 
| 側面 
ЧУ 


て 仕事 熱心 な スタ ッ フ らし く 、 
きっ ちり 制服 を 着込ん で いる 
マヤ 。 他 の 女性 オペ レー ター 
と 比べ て 特別 

その 出で立ち に これ と いっ た 差 
/ 異 は 見 られ な い 。 
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Жон 24 歳 と いう 年 齢 の 割 に 、 マ ヤ は 少々 の 幼 さ を 感じ 
リッ ュ の させ る 女性 で ある 。 仕事 に 対し て 非常 に 護 直 で あり 、 


眼鏡 に か な う 技 能 を 持っ て 
いる マヤ 。 彼女 が キー ボー 的 確 に 上 司 を 補佐 し 、 確か な 能力 も 持つ 立派 な 大 
ド に 指 を 走ら せる 姿 は 、 ー 目 > т に ビュ ーー 5 に 
Ета, 人 に 見 える 。 し か し その 一 方 で 、 感情 的 な 面 で は まだ 


大 人 に な りき れ て いな い 部 分 も 見 受け られ る 。 例え 
ば 、 戦略 自衛 隊 が NERV 本 部 施設 の 直接 占拠 を 較 
っ て きた 際 、 彼女 は 「 私 、 鉄砲 な ん て 撃て ませ ん 」 と 
го, さら に 、 訓練 の 時 に は 人 は いな か っ た 、 と 
言い 、「 銃 を 人 ( 敵 ) に 向け る 」 こ と を 拒否 する 。 8А 
し た 状況 に お いて こん な 行動 を 取る こと 自体 、 ま る で 
子供 の よう な 我 人 と いっ て も 過言 で は な い だ ろ う 。 

また 、 恋愛 小説 を 読む の が 趣味 らし く 、 休憩 時 間 
な ど に 小説 を 開き つつ 目 を 潤 ま せ て いる こと も ある 。 
そし て 、 加持 リョ ウジ に 甘い 言葉 を か けら れ た と き に 
は まん ざら で も な さそ うな 表情 を し て いた り も する 。 Ж 
癖 な 性 格 の 持ち 主 で は ある が 、 男性 を 嫌っ て いる わ 
け で は な いよ う で 、 恋愛 その も の に は 憧れ る 気持 ち 
も ある の か も し れ な い 。 マヤ は 、 極 力 生 々 し い 事実 か 
ら 目 を 育 けた が る 、 少女 の よう な 存在 な の だ 。 


凛と し た 表 
せる マヤ 。 仕事 
直ぐ 取り 組む 姿 
える 表情 か ら は 、 


カス パー 内 部 に 散乱 す 
る 豪 コ ー ド を 見 て 、 嬉 
し そう に は し ゃ ぐ マ ヤ 。 
や や 子供 っ ぽい 一 面 を 
見 せ た の は 、 プ ログ ラマ 
ー と し て の 血 が 騒い だ 
た めか 。 


らし い 、 少 し ば か り 幼 
さ を 感じ させ る 出 で 立 
ちと いえ よう 。 


どの よう な 業務 に 対し て も 、 決し て 手 を 抜く こと な 
く 真 面目 に 取り 組む 優秀 な スタ ッ フ 、 そ れ が マヤ で 
ある 。 クオ リティ の 高い 仕事 を 手早く こなせ る 彼女 
の 、 MAGI シ ステ ム の 定期 検診 を 行なっ た 際 の 作業 
スピ ー ド な ど は 、 リ ツ コ を も っ て し て 「 さ す が マ ヤ 、 速 
いわ ね 」 と 言わ し め る 程 だ 。 また 、 普段 は オペ レー タ 
ー と いう 裏方 的 な ポジ ショ ン を 務め る マヤ だ が 、 7 
ログ ラマ ー と し て の 腕 も 相当 な も の が ある 。 使徒 が 
MAGI シ ステ ム に 侵入 し た 際 に は その 腕 を 遺 眉 な く 
発揮 し 、 リツ コ の サポ ー ト 役 と し て 働い て いる 。 リツ 
20752053 コ と いえ ど 、 マヤ な くし て 使徒 の ハッ キン グ を 防ぎ き 
能 を 有 し て いる と いえ よう 。 る こと は 容易 で は な か っ た は ず だ 。 


マヤ は いた る 所 で 潔癖 性 らし い 言 動 を 見 せ て いる 。 
7 ミー シス テム (パイ ロッ ト が いな く て も EVA を 起動 、 
БЕЛАЗ БУАЗ таал) ий ёатисОВр. 
吐 す る 。 自 分 た ち が 造 っ て EVA の 戦闘 に お いて グロ テス ク な 場面 に 直面 し た 際 
ай 。 に は 激しく 咽 吐 し て いる 。 非 人 道 的 と も いえ る 事実 
CK カ が いく つも 突き つけ られ る NERV と いう 場所 で 、 党 
癖 性 の マヤ は 次 第 に 自分 た ちの 行動 の 正 し さ に 疑問 
を 持っ て いく 。 また 、 彼 女 は ミサ ト と 加持 が 重なり 合 
い 倒 れ て いる の を 見 て 「 不 潔 」 と 言い 切っ て も いる 。 
リツ コ に 対し 尊敬 以上 の 感情 を 持っ て いる 様子 を 見 
せる の は 、 肉体 的 な 接触 を 伴う 男女 関係 を 拒否 す 


る 潔癖 さ 故 の こと な の か も し れ な い 。 


人 類 の 補完 が 進 
む 中 、 マ ヤ は 自分 


| 
| | 
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赤木 


ул 


と の 関係 


_ К 

戦略 自衛 隊 の 襲撃 、 人 類 補完 計画 の 発動 と いっ た 一 連 の 出来 事 に 
より 、 精 神 的 に 疲 商 し きっ て いた マヤ 。 し か し 、 リ ツ コ の 姿 を 見 た 
彼女 は 、 そ れ ま で の 不安 や 恐怖 が 一 気 に 拭い 去ら れ た か の よう な 
笑顔 を 浮か べた 。 リ ツ コ と 抱き 合い 、「 先 輩 」 と 連呼 する マヤ 。 そ 
れ が 本 当 に 求め て いた 答え だ っ た の か は 不明 だ が 、 彼 女 は 幸せ の う 
と し て の 自分 を 失い 、 L.CL. と 化し て いっ た 。 


Мевод 
不 釣 り 合 いな アイ テム の 意味 


マヤ が 座る 司令 塔 の オペ レー ター 用 の シー ト に は 、 常に 
クッ ショ ン が 置い て ある 。 一 見 、 NERV の 中 枢 た る 司令 塔 
と いう 場 に 不 釣 り 合い な アイ テム だ が 、 緊張 を 強い られ る 
こと の 多い 職場 で 少し で も 気 を 休め られ る よう に と 、 愛 用 
の 品 を 置い て ある の で は な いか と 思わ れる 。 実際 、 不安 
が 煽 られ る よう な 事態 に 陥っ た 際 に は 、 クッ ショ ン を 抱き し 
め て いる と ころ も 見 受け られ た 。 

な お 、 ク ッ シ ョ ン の デザ イン は 、 ピン ク 色 に 猫 の 柄 が プリ 
ント され た も の で ある 。 少々 子供 っ ぽい な が ら も 女性 が 好 
みそ うな も の で 、 いか に も マヤ らし い 品 だ と いえ る 。 ち なみ 
に 、 リツ コ が 猫 の 小物 を 好む こと と と も 何 か 関 係 が ある と も 
考え られ る が 、 そ の 詳細 は 不明 で ある 。 


ー 1 先輩 と し て の 威厳 か ら 
く 表 情 を 変え る こと は 少な い リ ツ コ 。 
砕け た 表情 を 見 せる こと は ある が 、 取 
り 乱 し た 表情 は 減 多 に 見 せな い 。 


何ら か の 問題 が 発生 し た 際 
МӘ に は 、 リ ツ コ が マヤ に 対し 詳 

細 な 指示 を 出し 、 マ ヤ が そ 
| れ を 忠実 に 実行 する 。 息 の 
合っ た 連係 は 、 深い 信頼 関 
係 の 証 と いえ る 。 


リツ コ に 仕事 を 誉め られ て 喜 
び の 表情 を 見 せる マヤ 。 リ ツ 
コ 直 伝 の 技術 だ け に 、 そ れ [А 
を 本 人 に 認め られ る の は 何 よ | 
り 嬉 し いこ と な の だ ろう 。 


— ФИНЕ 
司 で ある リツ コ は 、 уу 
内 面 だ なけ で は な く 外 Ч 
見 も 大 人 の 女性 らし 
さ を 漂わ せ て いる 。 
マヤ と は 正反対 と 言 
っ て も いい 女性 だ 。 


、 大 き 


EVA 初 号 機 を 依 代 と し た 人 類 の 補完 が 行なわ れ 、 
ヒト が ひと り ず つ A.T. フ ィ ー ル ド を 失っ て L.C.L. と 化 
し て いく の を 見 て いた マヤ 。 その 光景 が 自ら の 求め 
て いた 答え な の か 、 と 呆然 と し て いた 彼女 に も 最期 
の 瞬間 が 訪れ る 。 そ の と き 、 マヤ が 見 た の は リツ コ 
の 姿 だ っ た 。 彼女 は マヤ が 、 誰 よ り も 憧れ 、 尊敬 し 
て きた 存在 で ある 。 ЊЕНО Кој“ АЦЕ 
長い 間 そ の 姿 を 見 る こと も 許さ れ な か っ た リツ コ の 
ビジ ョ ン に 自ら の 名 を 呼ば れ 、 抱き し め ら れる 。 そ し 
て 、 今 ま で に 見 せ た こ と が な い ほ どの 歓喜 の 表情 を 
浮か べ 、 何 度 も 「 先 輩 」 と 繰り 返し な が ら 、 すべ て を 
受け 入れ て LC.L. と 化し て いっ た 。 


す マ ヤ 愛 用 の クッ ショ ン 


マヤ と 同じ く 、 NERV 技 術 開発 部 技術 局 一 課 に 所 
属す る 科学 者 、 赤木 リツ コ 。 ほとん どの 場合 、 マヤ 
の 作業 に 関す る 直接 的 な 指示 は 、 マ ヤ の 直属 の 上 
司 に あたる 彼女 が 下 し て いる 。 リツ コ の 片腕 と し て 
マヤ は 充分 な 働き を し て いる よう で 、 互い の 信頼 は 
厚い も の が ある 。 そう いっ た 背景 を 考え る と 、 リツ コ 
は マヤ に と っ て 、 NERV の 中 で は 最も 近しい と 言っ 
て よい 存在 な の だ が 、 EVA 開発 責任 者 で ある と 共 
に 、 MAGI の 管理 、 運 営ま で も 任 さ れ て いる NERV 
の 中 心 人 物 た る リツ コ は 、 決し て 手 の 届 か な い 存 在 
で も ある 。 

また 、 マ ヤ は リツ コ に 音 敬 の 念 以上 の (同性愛 に 
近い と も 取れ る ) 感情 が ある こと を ほのめかし て い 
る 。 近く に いな が ら 遠 い 存在 で ある 先輩 に 対し て 抱 
いた 強い 尊敬 、 羨望 、 信頼 と いっ た 感情 が 、 いつ し 
か 愛情 に 変わ っ て いっ た と も 考え られ る 。 

一 方 の リツ コ の 方 は と いう と 、 マヤ に 対し て 「 湊 導 
症 は ね 、 つ らい わ よ 。 人 の 中 で 生き て く の が 。「 汚 れ 
た ] と 感じ た 時 分 か る わ 、 そ れ が 」 と 口 に し た こと が 
ある 。 それ は 、 科学 者 で あり 女 で ある リツ コ が 、 マヤ 
を 自分 に 重ね 、 自 分 の よう に 汚れ て ほし く は な いと 
思っ て の こと な の で は な い だ ろ うか 。 

まだ 幼 さ の 残る マヤ が 、 大 人 の 女性 で ある リツ コ 
に 憧れ を 越え た 想い を 抱い た の と 同時 に 、 リツ コ の 
方 も 、 まだ 少女 の よう な 純粋 さ を 持 つて ヤ に 救 われ 
て いる 部 分 が あっ た の か も し れ な い 。 


最期 の 
АН 


に 見 た も の 


レイ と 同化 し た リリ ス が 現れ た 際 も 、 マ ヤ は ク を 抱き 
し め て デス ク の 下 に 潜り 、 記 える だ け だ っ た 。 ク ン な ど 
物理 的 に は 何 の 助 け に も な ら な い が 
と つう で は 、 せ めで も の 助け と な っ た こと だ ろう 。 


@GAINAX・ カ ラー/Project Eva.@GAINAX・ カ ラー/EVA 製 作 委員 会 
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最前 線 に お ける 
臣 時 発令 所 


NERV 


野外 に お いて 情報 収集 や 作戦 の 指揮 を 担う 車両 。 
軍事 や 極地 探検 、 災害 救助 な ど に 用 いら れる た め 、 
あら ゆる 事態 に も 迅速 な 対応 を 可能 と する 設備 を 有 
し 、 あ る 程度 の 荒れ 地 を 踏破 する フッ トワ ー ク を 持つ 。 
NERV の 用 いる 移動 指揮 車 は 、 第 3 新 東京 市 で の 
作戦 遂行 が 不可 能 な 場合 に 投入 され 、 使 徒 戦 に お け 


る EVA の 指揮 及び パッ クア ッ プ を 行なう 。 いわ ば 簡易 В ни БЖ 
司令 所 と し て 機能 する 車両 で ある 。 その た め 高 い 情報 | | Е 
処理 能力 を 有 し 、 複数 の オペ レー ター の 搭乗 が 可能 


lee 本 se 


а 
Ж 
し 
2 
い 
る 
т 
1 
А 
も 
見 
= 
9 
Э) 
れ 
る 


зи2сЭ ЭШ ен сэ ӨНЫ 
ЗЕ Е а АЗН эн 


で あり 、 主任 部 部 長 の 葛城 ミサ ト が 指揮 を 執る 。 251 А 
国連 軍 が 制式 採用 し て いる 車両 を NERV 仕 様 に 改 267 
"аглаг Е ІС 
は メル セ デ ス ・ ベ ン ツ 製 と 思わ れる 。 な お 、 ダ イム ラ 88 
ー・ ク ライ スラ ー の ブラ ンド で ある メル セ デ ス ・ ベ ペン Й 
ツ は 、 高級 乗用 車 だ け で は な く 世 界 有 数 の トラ ッ ク 027 0 
メー カー と し て も 名 を 馳せ て お り 、 この 車体 は 2014 155 уре 
年 の 最新 モデ ル だ と 考え られ よう 。 68 
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車輪 は 左右 4 対 。 被弾 の 恐れ が ある 前 線 で の 運用 
が 前 提 の た め 、 車体 は 頑強 に 作ら れ て いる 。 カー ゴ 
前 半 の 天井 に は レー ダー アン テ ナ が 備え られ 、 高い 
情報 収集 能力 を 発揮 。 国連 及び NERV の 衛星 を 介 
し た 衛星 回 線 の 利用 も 可能 だ と 考え られ る 。 その 真 
下 に は 電子 機器 の 詰まっ た 機械 室 が 設け られ て お り 、 
オペ レー ター の 作業 する 司令 室 は その 後部 に 配置 さ 
れ て いる 。 
オペ レー ター 席 の タッ チバ パネ 
ル は NERV 本 部 の 中 央 作戦 
司令 室 と 同様 。 その た め 、 本 
部 か ら 出向 し た オペ レー ター 
が スム ー ズ に 作業 へ 従事 で き 、 
迅速 な 対応 を 可能 と し て いる 。 


EVA の バッ クア ッ プ に は 膨大 
な 情報 処理 能力 が 必要 と な 
る が 、 EVA3 号 機 の 起動 実験 И 
に お ける 総合 制御 に 指揮 車 
が 使わ れ て いる こと か ら も 、 情 
報 処理 能力 の 高 さ が 宮 え る 。 


= арр 


14 式 は 大 型 の 指揮 車両 だ が 、 オ 
ペレ ー タ ー は 最大 3 人 と それ ほど 多 
く は な い 。 その 分 、 電子 機器 が 充実 
し て お り 、 スー パー コン ピュ ー タ まで 
も 搭載 し た コン トロ ー ル ルー ム は 司 
令 室 の 名 に 恥じ な い 機 能 を 持つ 。 
中 へ は 車両 後部 か ら 入 室 し 、 機械 
室 へ 続く ドア が ある 。 な お 、 緊急 時 
用 に 消火 器 が 設置 され て いる ほか 、 
床下 の 非常 用 ハッ チ か ら 車 体 下 部 
へ と 脱出 が 可能 。 


NERV が 運用 し て いる も う ひ と つの 指揮 車 
は 、 最大 4 人 も の オペ レー ター が 作業 に つく こ 
と が 可能 。 指 揮 を 執る 人 物 の 転倒 を 防ぐ た 
め 、 天 井 に は 手すり が 設置 され て いる 。 


ЇНЭН 
ЗЭР 
КЕ 
全 操 す 計 
0 ニー デー 
1155 тема 
2 ЊЕ イス ラフ ェ ル 
БА 迎撃 時 の 指揮 車内 


ヤシ マ 作 戦 、 イ スラ フェ ル 迎 撃 戦 、 A-17 発 令 時 の 
使徒 捕獲 作戦 と いっ た 、 第 3 新 東京 市 外 で の 作戦 に 
お いて 投入 。 葛城 一 尉 の 指揮 の 下 、 EVA の バッ クア 
ッ プ と し て 活躍 し て いる 。 また 、 EVA3 号 機 起動 実験 
に お いて も 運用 され 、 中 央 統轄 の 役割 果たす 。 な 
お 、 電子 機器 の 充実 し た 14 式 が 主 に 用 いら れる が 、 
作戦 内 容 に よっ て は オペ レー ター 数 の 多い 指揮 車 が 
運用 され て いる 。 


加 粒 子 砲 を 有する ラミ 
エル に 対し 、 EVA の 


вэ? 長 々 距離 射撃 に よ 

нЕт (971 СУ エ フール ドニ と 

вгу . ЁС а>енавњине 
0 行なわ れ た 。 


余波 を 浴び て し まう 。 し か し 、 鉄 
線 入 り フ ロン ト ガ ラス が 割れ た ほ 
か は 実務 に 支障 は 出 ず 、 前 線 で 
運用 可能 な 頑強 さ を 見 せつ けた 。 


イス ラフ ェ ル 迎撃 時 に 駿河 湾 で 運 
用 され た 。 その 際 、 使徒 の 特殊 能 
力 を 目の当たり に し た 葛城 一 尉 は 、 5 
38113848 008:1) ТАЕ) 
つぶ し て 破壊 し て いる 。 


EVA3 号 機 の 起動 実験 に お いて 、 
高度 な 情報 処理 性 能 を 活か し た 
中 央 統轄 に 用 いら れ た 。 その 際 、 
使徒 に よっ て 起こ され た 
き 込 まれ 、 指揮 を 執っ て いた ミ 
ト と リツ コ が 負傷 し て いる 。 


指揮 車 の 乗組 具 た 
ке 
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特務 機関 NERV を 
ЗМ 5 


人 類 補 完 委員 会 


THE HUMAN INSTRUMENTALTY COMMITTEE 


ЕЕЕ 


НЕ НОМАМ INSTRUMENTALITY COMMITTEE 


人 類 補完 委員 会 


THE НОМАМ INSTRUMENTALITY COMMITTEE 


国連 内 の 秘密 委員 会 で 、 特務 機関 NERV の 上 位 
組織 と し て 設立 され た 人 類 補 完 委 員 会 。 5 カ国 の 代 
表 者 で 構成 され た 同 委員 会 の 真 の 任務 は 、 ゼー レ が 
秘匿 所 有する 文書 「 裏 死海 文書 」 の 記述 に 基づき 、 
人 類 補完 計画 の 実行 を 指導 、 監督 する こと で あっ 


た 。 し か し 、 予定 され て いた 人 類 補 完 計画 の シナ リ 
オ に 間 歯 が 生じ た 後 は 、 ゼー レ 自 身 が 積極 的 な 活動 
を 展開 。 以降 、 その 下部 組織 で ある 人 類 補 完 委 員 
会 が その 姿 を 見 せる こと は な か っ た 。 


Sheet 


THE HUMAN INSTRUMENTALTY СОММПТЕЕ 


Анн анг 


HE HUMAN INSTRUMENTALITY COMMITTEE 
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連 の 下部 組織 で ある 人 類 補 完 委 員 会 だ が 、 そ 
の 議長 及び 委員 は 秘密 結社 ゼー レ の メン バー に よっ 
て 構成 され て いる 。 その メン バー は 独 、 Ж. 英 、 Ё. 
仏 各国 の 代表 5 名 で 、 議長 は 独 国 の キー ル ・ ロ ー レ 
ン ツ が 務め て いる 。 委員 会 の 会 合 に は NERV 関 係 者 
が 召集 され 、 NERV の 予算 、 EVA 関連 の 事象 、 人 類 
補完 計画 に 関す る 案件 な ど が 議題 と し て あげ られ る 。 
た だ し 、 その 内 容 は 議論 と いう より も 、 各 委 員 に よ 
る 一 方 的 な 叱責 に 終始 する 場合 が 多い 。 

な お 、 唯一 姓名 が 明らか と な っ て いる キー ル (8 
名 の 可能 性 も 否定 は で き な い が ) は 、 NERV へ の 非 
難 を くり 返す 人 類 捕 完 委員 の 中 で 、 特異 な 存在 と 
いえ る 。 碗 ゲン ドウ と は 質疑 応答 に と ど ま ら な いや 
り と り を する こと も 多く 、 他 の 委員 と は 一 線 を 画 し た 
位置 に いる 人 物 で ある 。 


を 英国 代表 


人 類 補 完 委 員 会 の 会 
合 は 、 メ ン バ ー の ホロ 
グラ ム が 集う バー チャ 
ル 会 議 で ある 。 ホロ 
グラ ム で ある た め 、 彼 
ら の 姿 形 は 作り 上 げ 
られ た イメ ー ジ の 可能 
性 も ある が 、 その 真 偽 
は 不明 。 な お 、 各 委 
上 員 の 座席 は 決ま っ て 
いる よう だ 。 


ー † 緑色 の 光 で ライ ト ア ッ プ され 
た 席 に 着い て いる 米国 代表 の 委 
А. その 特徴 的 な 容姿 か ら 、 ア 
フリ カ 系 米国 人 と 推察 され る 。 


ー 1 赤色 の 光 で ライ ト ア ッ プ さ れ 
た 席 に 着い て いる 英国 代表 の 委 
А, メン バー の 中 で 最も 長身 で 、 
容貌 も 比較 的 若い 。 


ВЕК 


ди и» 
人 類 補 完 委 員 会 と ゼー レ 


NERV の 上 位 組 織 と し ў 名 な 
する 人 類 補完 
秘密 結社 ゼー レ 


1 一 青色 の 光 で ライ ト ア ッ プ され 
た 席 に 着い て いる 震 国 代表 の 委 
А. いか つい 面 容 で 、 威 圧 感 の あ 
る 薄 笑 い を 浮か べ る こと が 多い 。 


イー 黄色 の 光 で ライ ト ア ッ プ され 
た 席 に 着い て いる 仏 国 代表 の 委 
А. インテ リ 然 と し た 風貌 と 時 


м 53 Ён а 代 が か っ た 口調 が 特徴 的 。 


キー ル ・ ロ ー レ ン ツ 議長 の 存在 ひと つ 個 く 、 と いう ほど の 
200 2 5 な 予算 に つい て も [予算 

人 類 補完 委員 会 の 会 合 の 場 に お いて 、 白色 の 光 で ラ に つい て は 一 考 し よう ]」 と いう 
イト アッ プ さ れ た 上 座 に 着く 独 国 代表 、 キ ー ル ・ ロ ー レ аг 
ン ツ 議長 。 委員 会 に あっ て まとめ 役 的 な 存在 と な っ て い 発言 は 、 他 の 委員 と 一 線 を 


る 彼 も また 、 秘密 結社 ゼー レ の 一 員 で ある 。 に 58220843 

2004 年 、「 人 類 唯一 の 希望 ] と され る 人 類 補完 計画 の 
骨子 を まとめ た ゲン ドウ は 、 こ の 計画 を 「 キ ー ル 議長 に 
提唱 済み を だ] と 口 に し て いる 。 この 事実 か ら 見 れ ば 、 当 
時 か ら キ ー ル は [議長] と 呼ば れる 存在 で あり 、 人 類 補 ЈЕ 
потисне есеја ара 
шЕЕЕҮООН いた も の と 考え られ る 。 他 の 委員 た ち も セ ゼー レ の 一 員 で この 調査 情報 は | 
る 国際 科室 結社 。 そ は ある も の の 、 彼 の み が 大 き な 発 言 力 を 持っ て いる と い 造 さ ん た も の で あり 、 彼 が 関与 
の 影響 力 は 全 世 界 規 う 事 実に は 、 そう いっ た 背景 が ある も の と 思わ れる 。 し た 可能 性 も 否定 で き な い 。 
模 の も の で ある 。 


国連 に よる セカ ンド イン バ パクト 


中 キー ル ・ ロ ー レ ン ツ 
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NERV 本 部 内 の 第 2 実験 場 で は 、 ベ ペー 
クラ イト で 固め られ た 雰 号機 の 発掘 作業 
が 進ん で いた 。 以前 の 起動 実験 で レイ 
と 神経 接続 し た 零 号機 が 突如 暴走 し 、 
や む な く 緊急 拘束 処置 が 施さ れ た の で あ 
る 。 リツ コ に よれ ば 、 暴走 の 原因 は パイ 
ロッ ト の 精神 不安 定 だ と いう 。 いつ も 冷 
静 に 見 える レイ が 不安 定 に な っ て いた ? クラ イト に 下半身 を 固定 され 
思わ ず ミ サト は 首 を 傾げ る の だ っ た 。 


1 初 の 実 動 型 EVA と し 
号機 だ っ た が 、 起動 実験 に 
以来 、 実 験 場 に 放置 され て いた 。 


突如 暴走 し 
「 わ か ら な いわ 。 で も 


@ 第 3 新 東京 市 


く 

リツ コ か ら 聞 か され た 話 は 、 シ ンジ に と っ て は 思い が 
о ゲン ドウ の 手 の 火 傷 は 、 零 号機 の 起 
Саа た レイ を 


け な い も の だ 


チ の レバ ー を 強引 に つか み 、 手 が 焼け る こ 
理 や りこ じ 開 けた の だ と いう 。 冷淡 な 人 
間 だ と ば か り 思 っ て いた 父 の 意外 な 行動 に 、 シ ンジ は 驚 
き と い くば く か の 動揺 を 覚え た の だ っ た 。 


を 発する ハッ チ に 一 瞬 ひ る ん だ も の の 、 ゲン ドウ は な り ふ 
か ら 見 お ろ す リツ コ 。 レイ の 無事 を 確認 し た ゲン ドウ の 足元 に | 


は 、 壊 れ た 彼 の メガ ネ が 落ち て いた 
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進 機 1! = 火 
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見 れれ わ х 
学 。 る す 2 


REI 


似 し た 部 分 が あっ た 
 8117:42817:ЦОЖ (14:71 
徒 の 分 析 作 業 が 
ンジ は 、 も の 珍し 
波 の 性 質 
を 備え る 光 の よう な も 
の で 構成 され て いる と 
いう 。 つ まり 人 間 と は 
まっ た く 異 な る 存在 だ 
が 、 使徒 の 固有 波形 パ 
ター ン は 、 人 間 の 遺伝 
子 配列 に 奇妙 な まで に 
酷似 し て いた 。 


第 4 使徒 と の 戦闘 の あと 、 
ブ の 施設 が 建て られ 、 その 内 部 で 回 収 さ れ た 
谷 ま っ て いた 。 ミサ ト と 共に 見 学 に や っ て きた 
そう に 周囲 を 見 て 回 る 。 リツ コ の 話 で は 、 使徒 は 粒子 


а 
Са 
нэ 
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ミサ ト た ちか ら 離 れ た 場 
所 で は 、 ゲン ドウ と 冬 月 が 
使徒 か ら 回 収 し た コア を 検 
分 し て し その 様子 を 見 
て いた シン ジ は 、 ふと 、 父 
の 左 の 手のひら に 大 き な 火 
傷 の 痕 が ある の に 気づく 。 
な ぜ あ ん な も の が ある ん だ 
ろう 。 疑問 に 思う シン ジ 
に 、 リ ツ コ が その 理由 を 教 
えて くれ た 。 


ゲン ドウ の 手のひら 
に は ほ ケ ロイ ド 状 の 火 
傷 音 が あっ た 。 


втатинтео 
у ст. に 、 リ ツ 
嬉々 と し て 分 析 コ は 零 号機 の 事故 の 
を 行なう 。 こと を 語り 出す 。 


A.D.2015 _@NERV 本 部 


1 


を 聞い て 以来 、 レ イ の こと が 気 に な り は 
は 、 体育 の 授業 中 も つい 遠く か ら 様子 
を 宝 っ て し まう 。 それ に 気づい た 鈴原 トウ ジ と 相田 ケ 
ンス ケ は 、 レイ に 気 が あ る の か と か ら か う が 、 シン ジ は 
そん な ん じゃ な いと 慌て て 否定 する 。「 ど うし て あい つ 、 
いつ も ひと りな ん だ ろう っ て 思っ て さ 」 そ の 言葉 に トウ 
ジ は 少し 考え こむ と 、 レイ は 1 年 の 時 に 転校 し て き て 
以来 、 ずっ と ひと り で いる と 答え た 。 


女子 生徒 は 水泳 の 授業 中 
2ЭХХТЬРО 17-06 
サイ ド に 座り こん で いる レイ 
の 様子 を 、 シ ンジ は 校庭 か 
ら 眺 め て いた 。 


に - 


ニヤ ニヤ 笑い な が ら シ ンジ を 罰 
か ら か っ て くる ト > 
у, ЖВНФ—(ЕЈ シン 
ジ は すっ か り 彼ら と 打ち 解け 
た 様子 を 示す よう に な っ た 。 В й 
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零 号機 の 再起 動 実 験 が 近づい て きた 。NERV 地 下 
の 格納 庫 で は 準備 が 着 々 と 進め られ 、 レ イ も また プラ 
グ ス ー ツ 姿 で 作業 に いそ し ん で いた 。 初 号機 の コク ピ 
ッ ト で 待機 し て いた シン ジ は 、 ふと 、 レイ に 歩み 寄っ 
て きた ゲン ドウ の 姿 に 気 を 取ら れる 。 見 た こと の な い 
穏やか な 表情 を 浮か べ て いる 父 と 、 そん な 父 に 微笑 


み 返 す レ イ 。 意外 な ほど に 親 し げ な ふた り に 、 シン ジ 
は 少な か ら ぬ ショ ッ ク を 受け る 。 


7 Шу 
2 сЕ 
р ン 
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И 
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ЕТЕЛ] 


葛城 家 に リツ コ が 泊まり に 来 た 。 相変わらず の イン 
スタ ント 食品 三昧 の 食卓 を 見 て うん ざり と し た 顔つき 
に な る リツ コ だ っ た が 、 ミ サト は 気 に し た 様子 も な く 、 
レト ルト の カレ ー 入 り カ ッ プ ラー メン を すす っ て いる 。 
あれ これ 会 話 を 交わ すう ち に 、 ふと レイ に セキ ュ リ テ 
イィ カー ド を 渡し そびれ て いる こと を 思い 出し た リツ コ 
は 、 本 部 へ 寄る 前 に レイ の と ころ へ 寄っ て 届け て くれ 
な いか と 、 シン ジ に カー ド を 手渡 し た 。 


ミサ ト お 手製 の カレ ー を 口 に 
し て 硬直 する ふた り 。 げん な 
り し た リツ コ は 、 今度 は シン 
食事 当番 の と き に 呼ん 
ЕВА, 


、 レ イ の こと が | 
いた 彼 は カー ド の | 
と 見 入っ て し まう 。 
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サッ ジン コン 
トコ » ジコ の ジ 
の ` 0106 
部 お カ 
屋 つ 1 
5 по. 
ね を БЕ 
る 頼 さ 
む れ 
る 


imeline Sheet 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
А.0.2015 4 ЭЕ: Би 。 第 3 新 東京 市 
2 е 』 
1 
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レイ の 部 屋 を 訪れ た シ きき を 見 せな い 少女 、 レ イ の 
ンジ は 、 な ぜ か 壊れ た メ 5 5 に 
ај う 様子 も 見 せ ず 近 づい て くる レイ に 動転 я 
ガ ネ が 置い て ある の を 見 ジ は 足 を 滑ら せ 、 ふた り は その まま 折り эн 


つけ た 。 それ は 事故 の 際 
ゲン ドウ が 落と し た も 
の だ 、 それ を 知ら 
な い シ ンジ は 、 レイ の も 
の か と 思い つつ 、 な ん と 
な くそ れ を か け て みる 。 そ 
の 時 、 иседи 
が 現れ た の だ っ た 。 


пиво соукедве 


重なっ て 転ん で し まっ た 。「 ど いて くれ る ? 」 そ の 声 
で レイ の 胸 に 手 を あて て いた こと に 気づい た シン 
ジ は 、 あ わ て て と び の く 。 対 何事 も な か っ 
うに 着替え 始め る レイ / は し どろ も ど 
ろ に ここ へ 来 た 理由 を 語 ろ うと する が 、 レ イ は まっ 
た く 興 味 な さげ に 部 屋 を 出 て 行っ て し まっ た 。 

тати, 先日 1 
の 事故 で 仙 っ た 傷 は 完治 し 
た よう で 、 傷跡 ( с 
っ て いな いよ うだ 。 


ос 


レイ の 住ま い は 荒 
し た 団地 群 の 


あっ た 。 


ンジ の 前 に 現れ た 


ЕО 
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使徒 接近 に よっ て 零 号 不意 打ち され た 初 号 機 と シン ジ に 危機 が 迫る 5 т 
機 の 起動 実験 は 即時 中 正人 面体 の よう な 形状 を し た 使徒 が 第 3 新 東京 市 に 接近 し て を 


止 さ れ 、 ゲン ドウ は 初 号 
機 に よる 迎撃 を 指示 し 
た 。「380 秒 で 準備 で きま 
す 」 リ ツ コ を は じ め と する 


くる 。 それ に 対し て すみ や か に 発進 準備 を 整え られ た 初 号機 が 、 
地上 へ 向かっ て 射出 され た 。 だ が その 時 、 初 号機 の 動き に 呼応 
する よう に 、 使徒 の 内 部 で 高 エ ネル ギー 反応 が 発生 し た 。 危険 
を 察知 し た ミサ ト が 叫 


патио козе | 
БН 


ПА БЭ Жора СПЕ: 


職員 た ち は 慌 し く 初 号機 #88 ぶ 。[「 だ め | ВОН | 

の 発進 準備 に 入っ た 。 そ 5S さと その 直後 、 地 上 に 出現 
шоо 813 し た ば か り の 初 号機 に 、 
о Е * い 強力 な 加 科 子 砲 が 放 た 

орла. 28 れ た 。 胸部 に ува 

5 に ン の 

ој 39 528548. 5 し の 

第 5 使徒 は 初 号機 447 

で 迎え 撃つ よう 、 ゲ #8 т 

ンド ウ は 命じ る 。 345 

ЦЭ 

実験 の 中 止 を 伝え ら Зр | に 

れ た レイ は 、 暗く な っ た に が 攻撃 を 仕掛 け 7 

グ 内 で ホッ と し た よ ? よう と し て いる と ラ 

うに 身体 の カ を 抜く 。 Ў МОН ес. 7 
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訪 に ај を ち 判 接 に め 
ね あ аА さき し 近 る 
る る 田 。 れ て 
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いよ いよ 零 号機 の 再起 動 実 験 
が 始ま る こと と な っ た 。 プラ グ ス 
ー ツ に 着替え た レイ は 、 ゲン ドウ 
の メガ ネ を 持っ た まま エン トリ ー 
プラ グ に 乗り 込む 。 緊張 し た 空 
気 の な か 神経 接続 が 行なわ れ た 
が 、 作業 は 滞り な く 進行 し 、 再 起 
動 実 験 は 無事 成功 。 思わ ず 安 培 


父 を 記 る シン ジ に 対し て レイ は 療 り を 示し た 

翌日 、NERV 本 部 へ 向かう レイ の あと を 追う 
シン ジ は レイ に どう 話し か けれ ば いい の か わか ら ず 、 ふ 
さ な い まま に 本 部 へ 到着 する 。 や っ と レイ へ カー ド を 手渡 せ た シン ジ は 、 
も うじ き 行なわ れる 再起 動 実 験 の こと を 口 に し た 。 怖 く は な い の か と レイ 
Сава. Е] 
令 の 子供 で し ょ う 。 信じ られ な い 
の ? お 父さん の 仕事 が ] と 静か 


に 問い 返す レイ 。「 当 た り 前 だ よ ! する 職員 た 4 
な 父 思わ ず 強 く > 喘 笑 うか の よう に 、 使徒 が 海上 
あん な 父親 な ん て 」 思わず 強く シ а 


ンジ が 答え る と 、 レ イ は か すか に 
怒り の 表情 を うか べ 、 シ ンジ の 類 
を 平手 打ち し た 。 


22-22 1022) 


お 守り 代わ り の つも り 
レイ は エン トリ ー プ ラグ 
ゲン ドウ の メガ ネ を 持ち こ 
ん で いた 。 


レイ の 古い カー ド で は 本 
部 に は 入れ な く な っ て い 
た 。 ここ ぞ と ば か り に 新 
し い カー ド を 差し 出す シ 
ンジ だ が 、 レイ 


| 前 回 の 実験 で は 絶対 境界 線 
の 前 後 で 機体 が 暴走 し て し ま 
っ た の だ が 、 今回 は 何事 も な 
く 実 験 は 成功 し た 。 
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この まま で は 抵抗 で き な いま 
кашап 
サト は 、 初 号機 を 緊急 回 収 する 
よう 指示 を 出す 。 即座 に 地下 へ 
続く ダク ト へ 引き こま れ 、 使徒 か 
ら 引 き 離 され る 初 号機 。 し か し 、 
すでに 受け た ダメ ー ジ は 大 きか 
っ た 。 た っ た 一 度 の 攻撃 で 機体 


使徒 は NERV 本 部 に 対す る 直接 侵攻 を 開始 し た 

格納 庫 へ 向かっ た ミサ ト が 目 に し た の は 、 意識 の な い シ ンジ の 姿 だ っ 
た 。 た だ ち に 医療 関係 者 が 駆け つけ 、 シン ジ は 本 部 内 の 病院 に 搬送 され 
る 。 慌しく 移動 し て いく タン カ に 付き 添う ミサ ト 。 緊急 処置 療 室 へ 運び 込 
まれ る シン ジ を 見 送る 彼女 の 顔 は 、 心痛 に 曇っ て いた 。 一 方 、 シン ジ が 
死ぬ か 生き る か の 瀬戸 際 に 
いた ころ 、 地上 で は 使徒 が 新 
た な 動き を 見 せ て いた 。 第 3 


оёРС ӨӨ ЛЭ 


ва „МЕ У БЕК 


сет нас пере 


син о ф< оте 


胸部 が 溶解 し 、 パ イロ ッ ト の シ в. Е 

ЕН са 新 東京 市 の 中 央 へ 移動 し て Ё 
ンジ も また 、 ОСЕ きた 使徒 は 、 シ ー ル ド の よう 

っ つて し まっ て いた の で ある 。 な も の を 露 田 させ る と NERV ま ル 板 地 

本 部 へ 向かっ て 地面 を 握り は る あ きよ 

「 戻 し て ! 早く 山 ミ サト の じ め た の で ある 。 前 ら ジ 

指示 で 、 初 号機 は 地下 へ に れ オ 

収容 され 、 な ん と か 使徒 の 252 

攻撃 か ら 逃 れ た 。 と る ン 

中 か ら 血 を 流し 、 ぐ っ Еа 

心肺 停止 状態 の シ 電 身体 を 投げ 出し Ян 

気 ショ ッ ク が 施さ れ た 。 これ у 155 

(СЫС 559 Тв 

危険 な 状態 に 変わ り は な い 。 ста 


エ 使 さ 加 り 初 初 蘇 シ 248 図 ジ シ 
ン 
» キ 部 » пф ` » ~ 置 に » п ロ ド 
їе 507 緊 が Т ン を 
反 攻 直 а 施 店 ҺА 
応 аж 回 さ Е へ ば 
が に に 収 れ = の し 
= る に 侵 て 
38 到 АГ 
= を 
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系 7 使徒 イス ラフ ェ ル は 、 自 身 の コ ア と 本 体 を 分 裂 、 合体 させ る 能力 を 持つ 特殊 な 使徒 で あっ た 。 こ の 使徒 の 出現 に より 、「 完 全 な 単独 
の 使徒 と は 異な る 攻撃 バタ ー ン を 見 せ た が 、 個 々 の 攻撃 力 、 防 御 力 は さほど 高く は な く 、2 機 の エヴァ ン ゲ リオ ン と 第 3 新 東京 市 の 連係 攻撃 の 前 に 敗れ 去っ た 。 


確率 論 に よる 生存 性 の 向上 に 、 
その 特異 性 を 顕在 させ た 、[ 単 独 で 複数 ] の 使徒 
ШИ TACTICS SHEET 

後に イス ラフ ェ ル と 呼称 され る 第 7 使徒 は 、 これ 
まで の 使徒 と は あら ゆる 点 で 異な る 存在 で あっ た 。 
その 特異 な 点 と は 、 分 裂 する こと で サバ イ バ ビ リ テ 
ィ と 作戦 遂行 能力 を 向上 させ て いた こと で ある 。 

これ まで の 使徒 は 、 単独 で の 行動 が 基本 で あっ 
た 。 その た め 、 攻撃 力 や 防御 力 の 強化 、 そし て 特定 
の 環境 下 で の 活動 に 特 化 する こと で 、 その 能力 を 
最大 限 に 発揮 し て いた 。 確か に 形態 こそ 多様 で は 
あっ た が 、「 兵 器 ] と し て の コン セプト は ほ ば 同一 の 
も の で あっ た 。 これ に 対し 、 第 7 使徒 は 「 分 裂 、 合 
体 ] と いう 既存 の 使徒 に は な い 能 力 を 有 し て いた 。 
この 能力 に より 、 第 7 使徒 は 本 体 と コア を 二分 させ 
る だ け で は な く 、 全て の コア が 破壊 され な い 限り 活 
動 を 継続 する こと が 可能 だ っ た の で ある 。 この 能力 
を 攻撃 に 振り 向け れ ば 、「 ラ ンチ ェ ス ター の 法則 」 
( 質 が 変わ ら な けれ ば 、 攻撃 力 は 兵士 の 数 に 比例 す 


Е Е 


る ) に 則っ た 戦力 の 強化 が 可能 で あっ た 。 また 、 第 
7 使徒 の 持つ 、 分 死 と いう 能力 が 自ら を 複製 する こ 
と と 同義 と 捉え られ る こと も 多い 。 そ の た め 、 第 7 
使徒 は これ まで の 使徒 に 比べ 極め て 「 生 物 的 」 な 特 
徴 を 持つ 使徒 と も 考え られ て いる 。 

し か し 、 こう し た 使徒 の 特性 は 外見 か ら 判別 する 
こと は で き な い 。 その た め に 、 使徒 と 接触 し た NERV 
は 思わ ぬ 苦 戦 を 強い られ た 。 使徒 の 存在 を 確認 し 
た NERV は 、 EVA 初 号機 と 新た に 配備 され た EVA 
弐号 機 を 出撃 させ 、 上 陸地 点 で の 迎撃 を 狙っ た 。 2 
体 の EVA に 対し て 使徒 は わずか 1 体 、 NERV の 優勢 
は 誰 の 目 に も 明らか で あっ た 。 し か し 、 分裂 す る と 
いう 予想 も し な い 使徒 の 特性 に より 、 2 体 の EVA は 
戦闘 不能 に 追い 込ま れ 、 さら に NERV は 指揮 権 を 国 
連 軍 に 移譲 する と いう 不 名 誉 を 蒙 る こと と な っ た 。 
その 後 、 使徒 の 特性 に 対す る 対抗 策 を 考案 し た 
NERV は わ ず が 6 日 一 一 これ は 国連 軍 の n* 兵 器 の 攻 
撃 に よっ て 、 ダメ ー ジ を 受け た 使徒 が 活動 を 再開 す 
る まで の 時 間 で も あっ た 一 一 で EVA 操縦 者 の 訓練 


兵器 | と いう 使徒 の 概念 は 得 さ れ た 。 こ の 特性 に より イス ラフ ェ ル は 、 


を 完了 させ る と 、 ВЕ. 使徒 と の 戦闘 に 挑み 、 こ れ 
を 撃破 し た の で ある 。 

この 戦い で は 2 機 の EVA 以外 に も 、 第 3 新 東京 市 
の 装備 や NERV の 人 員 の 活躍 も 特筆 に 価 す る 。 コ 
| ア が 分 離 中 の 使徒 に 対す る 二 点 同時 の 過重 攻撃 
は 、 その タイ ミン グ が 何より も 重視 され た 。 使徒 に 
イニ シア チ ブ を 取ら れ た 場合 、 こ の タイ ミン グ を 得 
る こと は 事実 上 、 不可 能 で あっ た 。 第 3 新 東京 市 の 
兵 装 群 は 、 2 機 の EVA へ の 完璧 な 支援 を 行ない 、 終 
始 、 戦闘 の 主導 権 を EVA に 握ら せ 続 けた 。 

第 7 使徒 と の 戦い に お いて 、 NERV は 複数 の EVA 
に よる 、 そし て EVA と 第 3 新 東京 市 の 連携 と いう 、 
当初 か ら 想 定 し て いた 運用 を 成し遂げ た の で ある 。 


7] 7 番目 の 使徒 。 第 3 使 


и177У7/4У 58 


徒 サ キ エ ル に 似 た 外 

22 の 見 を 持つ が 98. = 

ミュン が ガリ オミ АЕ 508 

本 シン ク 戸 率 | | より 進化 し た 能力 を 有 
第 8 新 東京 市 Ш する 。 
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第 3 新 東京 市 は 、 第 5 使徒 ラミ エル と の 戦闘 に 
よる ダメ ー ジ か ら 回 復 し し いな か っ た 。 その た め 、 
NERV は 駿河 湾 付 近 で の 迎撃 を 決定 。 し か し 、 
出現 し た 第 7 使徒 の 特殊 能力 に 翻弄 され 、 2 機 の 
EVA は 共に 行動 不能 に 陥っ て し まっ た 。 (ЕВЕ 
行 能力 を 失っ た NERV は 、 国連 軍 に 指揮 権 を 移 
譲 、 こ れ を 受け た 国連 軍 は n: 爆 雷 に より 使徒 の 
足止め に 成功 する が 、 これ も 一 時 的 な も の で あ 
り 、 根本 的 な 撃退 は 先送り と な っ た 。 


『 使徒 の 進行 ルー ト 
23 


ТОГЕ 2 
шавыг 明 で ある 。 


され る 。 出現 地点 な ど は 他 の 7 ( 


哨戒 中 の 巡 洋 
巨大 な 潜行 物体 の 
デー タ か ら NERYV 
闘 配置 に 移行 、 


2 エヴァ ン ゲ リオ ン 出 撃 
市 で の 迎撃 が 不可 能 で 
ОА の 迎撃 を 水際 
ја バッ クア ッ プ シス テム と 共 【 
号機 の 2 機 の EVA が 駿河 済 へ と 


3 ни ова 

記 備 され た 2 機 の EVA は 、 
。 パイ ロッ ト 同 士 の 連携 
『、 初 号機 が 援護 を 行ない 、 ヨ = 
НЕМЕТ 


4 使徒 の 分 裂 と 戦闘 の 終結 
22 АВ Е 使 1 


ЖАЛЕ. 
2 機 の EV. RE し た 。 


5 NERV 撤 退 、 と 国連 軍 の 戦闘 
唯一 の 戦闘 
に 、 国 連 軍 へ と 指揮 権 を 移譲 し た 


(直ら くそ の 際 レオ ニ リ ル / 
を 切断 ) さ れ た 2 機 の EVA は 、 初 


号機 は 地 中 で 機能 
中 の 初 号 機 は 巨大 な バー ジ 


地 中 に 突 
周囲 を 掘 


論 ) を 使用 し て 回 収 。 ま 
号機 は 重機 


状況 に NERV' 7 は 対処 で きず 、 


を 失っ た NERV は 撤退 と 同時 
これ を 受け た 国 
連 和 軍 は n* 爆 雷 を 使用 し 、 日 本 国土 の 一 部 と 引き 換 
02000 ши 22523 する 。 


初 号機 を 回 収 し た 


Эл Эхэн 
Эй гсВлВЕЭРВЭР Р 
отунга дусара со 


使徒 の 確認 時 に 
(вв) 5 ЖЕ 
で 、 冬 月 副 司 令 
が 指揮 を 執っ て 


_ いた 。 


移動 指揮 車 も 出 
撃 す る な ど 、「 ヤ シ 
マ 作 戦 」 時 と 同 
様 の 布陣 と な っ 


Га] КЕ 


| 徒 の 特殊 能力 に 、 


EVA は 戦闘 の イ 
ニシ ア チ ブ を 礁 


і われ た 。 


使徒 迎撃 の 失敗 
だ け で な く 、 指揮 
権 も 失う と いう 
NERV に は 屈辱 
的 な 結果 と な っ 
た 。 


ン を 習熟 する 訓練 を 行なっ た 。 また 、 第 3 新 東京 
市 も EVA の シン クロ と 合わ せ 支援 攻撃 を 行なう 
た め に 、 兵 装 ピ ル を 中 心 と し た 施設 の 修復 作業 
も 急 ピッ チ で 進め られ た 。 


分 裂 、 合 体 する こと で 、 攻撃 能力 と 防御 能力 時 
を 向上 させ る 第 7 使徒 に 対し 、 NERV は 使徒 の л 
コア を 同時 に 攻撃 する と いう 作戦 を 立案 し た 。 ЕЕ Е 
УУУЕШШ-УХЛ-ЭУ271-8.БҮАН | 
者 は 、 音楽 に 合わ せ た ふた り 同 時 の 攻撃 パタ ー 

う 
た 


ЯШ ос 


T 
#1 対 使徒 作戦 立案 
NERV は 第 7 使徒 に 対し 、 従来 の 「A.T. フ 
ィ ー ル ド の 突破 (も し く は 中 和 ) と コア に 


る 攻撃 」 と 5 コン セプト を 
立案 を 強い られ た 。 これ ま 
の 立案 は 、 わ ず か な 
われ た が 、 意外 な と ころ か ら ヒ ント が | も ら 
され た 。 ド イツ 支部 か ら 本 部 へ 出向 中 の 職 
上 員 が [同時 攻撃 」 と いう アイ ディ ア を 提案 し た 
の で ある 。 作戦 課 は これ を 元 に 具体 的 な 作 
戦 を 立案 し 


82 作戦 遂行 へ の 絶対 条件 
ДИЗАЊЕ» 
し た コア に 対す る 同時 攻撃 


使徒 を 撃破 する に 
は 、 分 離 中 の コア に 
対す る 二 点 同 時 攻 
撃 が 必要 で あっ た 。 


に よる 同時 攻撃 が 必 том 
撃 タ イミ ング を 合わ せる た 

戦は 、 += худою в 
クロ させ る と いう も の だ っ た 。 同時 に EVA の 
動き 強制 的 に 合わ せる た め 、 第 8 | 
新 東京 市 の 支 拉 能 力も 必要 と きれ 、 攻撃 パ 
ター ン の 研究 が 進め られ た 


#3 EVA 操縦 者 の ユニ ゾン 訓練 
作戦 の 立案 と 同時 に 、 EVA 操縦 者 に 対 
これ は 、 前 述 し た 
が それ ぞ れ の 行 
し を 元 に 、 戦闘 機動 の パ 
ИВА ЕН Со 

これ は 相手 の 動き を 認識 、 把握 す る こ 
に より 、 味方 の 行動 と シン タロ し 、 さら に は 適 
切な 支援 を 受け る 事 を 目標 と し た も の で あ 
る 。 戦闘 前 か ら の 操 維 者 同士 の 連携 不足 
が 使徒 が 分 裂 し た 後 の 対応 の 不備 を 招い 
た 、 第 1 次 攻撃 時 の 戦 訓 も 盛り 込ん だ も の 
と な っ て いた 。 


同時 攻撃 を 完璧 
す た め 、 ふ た り 4) 
の EVA 操 綻 者 は 同 71 
居 す る こと と な っ た 。 


当初 、 ア スカ と シン 
ジ の 連携 は 全く 取 
店 れ て いな か っ た 
N か し 、 レ イト 
と 動き を 合わ せる ご 
と が で きた 。 


アス カ は [傷つけ られ た プラ 
イド は 10 倍 に し て 返す 」 こ 
と を 誓っ た 。 


指示 に よる も の : 


ERV の 支援 
ある と 考え 5 れる 。 ま 
こと も ある 


@ 第 7 使徒 イス ラフ ェ ル 
等 を 実行 、 指 揮 権 が 


754 NERV と 連携 し 、 ЕФ мэ 制圧 地域 へ の 誘導 を 


@ 第 3 使徒 サキ エル e 第 6 使徒 ガ ギ エル 


遅延 攻撃 を 実 азів 
つか り と な され て い : 


Зра со 
知る と 、 my 兵器 を 使用 し た 。 


中 兵器 の 使用 後 は 使 有 
を 観察 し て いた 。 


@GAINAX・ カ ラー/Project Ема. ⑥GAINAX・ カ ラー/EVA 製 作 委 員 会 
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llustration by Aio Unuma 


НЕ РЕПУ > ГПС А 54 国連 軍 に よる n* 兵 器 の 使用 か ら 6 日 後 、 ダメ ー ジ か ら 回 復 し た 使徒 は 再び 
に ~ で А ИЕ = нь 第 3 新 東京 市 へ と 侵攻 を 開始 し た 、 これ を 予測 し て いた NERV は 、 この 期間 
を 利用 し て EVA の 修理 と 操縦 者 へ の 慣 熟 訓練 、 そ し で 第 3 新 東京 市 の 設備 
を 整え る こと に 成功 。 し か し 、 時 間 的 な 余裕 は 全く な く 、 演習 すら 行なえ な 
い 状 況 で あっ た こと も 事実 で あっ た 。 
使徒 へ の ユニ ゾン 攻撃 は 、 基本 的 に 
EVA に よる 攻撃 と 、 第 3 新 東京 市 か ら 
の 支援 攻撃 、 そ し て 合体 中 の 使徒 の コ 
同時 過重 攻撃 と いう シー ク 
エン ス で 行なわ れ た 。 こ 
EVA の 攻撃 よっ て 使徒 は 者 сиот А 
る の 山頂 次 き 飛ば され る と 同時 EVA は 使徒 が 合体 する 瞬間 に コア に 対し て 攻撃 を 実施 。 定 され た 運用 法 を 確立 、 実践 し た も の 
コア を 破壊 きれ 、 爆発 し た 。 2 体 の EVA に よる 過重 攻撃 は 使徒 の コア を 破壊 し た 。 と し て 特筆 に 価 す る 。 


7 аай 一 点 同 時 財 Е 


を 狙い 、 2 機 の EVA は 同時 に 
ら 虐 り を 繰り 出し 、 同 


NERV 側 の 準備 が 万 全 で あっ た と は 言 
い 難 い 。 し か し 、 持ち うる 戦力 の 全て 
を 投入 し 、 使徒 に 挑ん だ の で ある 。 


6 第 五 段 階 : 使徒 の 合体 


TACTICS SHEET 


支援 攻撃 と うま く 連 携 し な が ら 、EVA 初 号機 


と 弐号 機 が 2 体 の 使徒 へ と それ ぞ れ 肉薄 し た 。 2 第 一 段階 
は 使徒 に 対し 、 ア ッ パ ー、 カカ ト 落 と し を 連 使徒 の 強制 分 朋 
続 し て 繰り 出し 、 ダ メー ジ を 与え た 。 攻撃 を 受け 信徒 に 接近 し た EVA は . 格 用 撃 を 行なっ た 。 これ は 使徒 の TACTICS SHEET 


た 使徒 は 合体 を 開始 し Бока] で は な く 、 最終 攻撃 へ の 布石 で あっ た ジオ フロ ント か ら 出 撃 し た 初 号 機 
と 弐号 機 は 、 使 か ら ヤ リ 状 に 
伸縮 する フィ ー ル ドジ ェ ネ レー ター 

ЗО, 展開 し た フィ ー ル ド に より 使徒 
を 両断 し 、 強制 的 に 2 体 に 分 像 きせ 


оймс ДЕ ӨНӨӨ „га У 5 


берат ЕВЕ ЊЕ 


5 第 四 段 階 : 
第 3 新 東京 市 の 支援 


4 第 三 段 階 : 


分 裂 し た и 


Пен, год, 第 3 新 東京 は 
EVA の 動き を サポ ー ト する と 共に 、 使 
徒 の 動き を 制限 する た め に 、 都 市 内 の 


に 設置 され た 射出 式 

兵 装 ビル 群 か ら ミ サイ ル や ロケ ッ ト に よ | 使徒 の 攻撃 を 防御 し た 

る 支援 射撃 を 実施 し た 。 シー ルド の 陰 か ら 使 徒 
を 実施 し た 。 


АЙ 


ов. 移動 し な 


徒 が 再 融合 を 行 な 
う 機会 を 奪う と 同時 に 、 次 の 攻撃 
ポイ ント へ と 誘導 を 開始 し た 。 


1 оК = ве 
РИКИ ПА 使徒 は 第 3 新 東京 市 に 向け て 再び 侵攻 を 
開始 し た 。 38. А РАДЕ 便 徒 制圧 域 へ の 侵入 を 


ртт or 
Пруса 


тан 


тү» 
І2СӘЗР | тон елте 


паре Најава: 2 
i 


Е 2 
| 
Ў Б 
8 5 の 時 点 で 、 вере славни аво ве Ра гс, 
Е 自己 修復 を 終え 


= た 使徒 は 単体 

Ё! 戻り 侵攻 を 開始 

8 し た 。 その 頃 、NE 
му RV で は EVA 操縦 
20 者 に 出撃 命令 が 
コジ 出さ れ て いた 。 


タク ティ クス シ 


actics Sheet 


使徒 一 一 未知 の 生態 
使徒 は [究極 の 独立 稼働 兵器 ] と 称 さ れる こと も 多い 。 
し か し 、 こ の 言葉 は それ 以上 の 事 が 解っ て いな いと いう 
こと の 証明 で も ある 。 構成 物質 は 未知 の 金属 結晶 体 と 
いう こと し か 判明 し て お ら ず 、 その 固有 波形 パタ ー ン は 人 
類 に 酷似 し て いる 。 また 、 高度 な 自己 再生 機能 を 備え で 
いる に も か か わら ず 、 エネ ルギー 
の 摂取 は 現在 まで 確認 され て い 
な い 。 さら に エネ ルギー 兵 装 を も 
使用 可能 で ある こと か ら 、 エ ネル 
ギー と 物質 の 変換 能力 を 持っ て 
いる と も 考え られ る が 、 いずれ も 
憶測 の 域 を 出 て いな い 。 


† 第 7 使徒 イス ラ 
フェ ル 。 Эй. 
と いう 特異 な 性 質 
を 備え て いた 。 


УМН ито 
Знаев 


ттт т 例 属 結 昌 の よう な 次 を 持っ 第 
ガ ギ エル 。 5 使徒 ラミ エル 。 


特殊 な 使徒 の 残し た ふた つの 教訓 


今回 の 使徒 と の 戦闘 は 、 使徒 は 必ず 一 体 ずつ で 出 
現す る と いう 、 先入観 が 裏目 に 出 た 戦い で あっ た 。 使 
徒 に 対抗 で きる 戦力 が わずか 3 機 の EVA し か な い 以 上 、 
今回 の 作戦 で 実施 し た 使徒 の 誘導 や 行動 を 遅延 させ 
る と いう 戦術 は 、 より 一 層 研 究 す る 必要 が ある 。 


EVA の 操縦 者 は 、 その 資質 が 優先 され る こと か ら 、 
戦闘 に 適し た 人 材 が 選ば れる と は 限ら な い 。 し か し 、 38 
縦 技術 は 訓練 で の 補正 が 可能 で ある 。 また 、 戦闘 時 に 
は 操縦 技術 以上 に EVA 同 士 の 連携 が 必要 と な る た め 、 
今後 も 継続 し た 訓練 が 必要 で ある 。 


9: | 
сэ 
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HE HEAVY SIMULTANEOUS 2-POINT АТТАСК 


この 戦い は 、 第 3 新 東京 市 と EVA の 連携 だ 


く 、EVA 同 士 の 完璧 な シン グロ を 確立 


⑤GAINAX・ カ ラー/Project Ема. @GAINAX・ カ ラー/EVA 製 作 委員 会 
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POSITRON RIFLE 


エヴァ ン ゲ リオ ン の 数 ある 装備 の な か で 長 射程 か 
つ 大 火力 を 誇る 兵 装 と いえ ば 「 ポ ジ ト ロン ライ フル 」 
で あろ う 。 パレ ッ ト ラ イフ ル が 通常 弾頭 (劣化 ウラ ニュ 
ウム 弾 ) を 使用 する の に 対し て 、 陽電子 (ポジ トロ ン ) 
を 弾 体 と する ポジ トロ ン ラ イフ ル は 射程 、 弾 速 、 命 中 
時 の 破壊 力 の どれ を と っ て も 優れ て いる 。 だ が その 反 
面 、 陽電子 は 生成 や 保存 、 取り 扱い が 難し く 、 実用 
化 に は 多く の 懸案 事項 が 見 込ま れ て いた 。 し か し 本 
兵 装 の 潜在 能力 は 使徒 と の 戦闘 に は 必要 と 見 な さ 
れ 、 幾多 の 問題 点 を クリ ア し て エヴァ ン ゲ リオ ン の 制 
式 兵 装 に 名 を 連ね る こと に な っ た の で ある 。 

実用 化 が 難し いと され る ポジ トロ ン ラ イフ ル だ が 、 そ 
の 核 と な る 陽電子 の 存在 は 20 世 紀 の 段 階 か ら 提唱 
され て いた 。 1928 年 、 イギリス の 理論 物理 学者 ポー 
ル ・ エ イド リア ン ・ モ ー リ ス ・ デ ィ ラ ッ ク は 量子 力学 の 
研究 か ら 電子 の 運動 を 記述 する 方 程 式 を 考案 。 この 
式 が ら あ ら ゆ る 空間 に 偏在 する マイ ナス エネ ルギー の 

4. 場 (ディ ラッ ク の 海 ) と いう 概念 が 導き 出さ れ 、 その 場 

に を 満た す 反 粒子 (現実 の 物質 と は 正反対 の 電気 的 性 
質 を 持つ 粒子 ) が 存在 する と いう 仮説 を 打ち 立て た 。 
そし て 1932 年 、 アメ リカ の 実験 物理 学者 カー ル ・ デ ィ 
ビッ ド ・ ア ンダ ー ソ ン に よっ て 反 粒 子 の 実在 が 証明 さ 
れ 、 その 際 に 発見 され た プラ ス の 電荷 を 持つ 反 粒 子 
を 陽電子 と 命名 。 以後 、 陽電子 は 主 に 医療 用 器具 
に 利用 され た (ポジ トロ ン 断 層 法 を 用 いた 癌 の 発見 
な ど )。 し か し 、20 世 紀 末 に 陽電子 の 軍事 転用 の 可 
能 性 を 見 直す 事態 が 発生 し た 。 セカ ンド イン パク ト と 、 
それ に 続く 世界 規模 の 軍事 緊張 で ある 。 

2000 年 9 月 15 日 、 イン ド ・ パ キス タン 間 の 難民 同士 
の 衝突 に 端 を 発する 軍事 紛争 は 瞬く 間 に 世 界 を 席 
38. 同月 20 日 に は 東京 が 新型 爆弾 で 壊滅 する 事態 
と な り 、 各国 は 事態 の 鎮圧 と 共に 新型 兵器 開発 に 血 
道 を あげ る こと と な る 。 そ れ は 日 本 も 同様 で あり 、 3 
略 自衛 隊 技 術 研究 所 ( 戦 自 研 ) 主 導 の 下 、 多く の 兵 
器 開発 が 立案 され た 。 切迫 し た 時 流 は 優れ た 武器 の 
出現 を 求め 、 そ れ が ポジ トロ ン ラ イフ ル ( 自 走 陽電子 
砲 ) の 開発 の 契機 と な っ た の だ 。 その 後 、 緊 張 は 緩和 
され 、 試作 機 も 日 の 目 を 見 る こと は な いか と 思わ れ 
た 。 だ が 活躍 の 場 は 意外 な 形 で も た ら さ れる こと に な 
る 。 NERV に 徴用 され た 試作 機 は 、 使徒 と の 戦闘 で 
その 持て る 能力 を 遺 尼 な く 発 押し て みせ た の で ある 。 


МГАСТТЕТВ5 


207-21 


テク ノロ ジ = 


echnology Sheet | 


実体 弾 を 射出 する パレ ッ ト ラ イ 
フル と 陽電子 を 射出 する ポジ トロ 
ン ラ イフ ル は まっ た く 異 な る 兵 装 
だ が 、 根本 的 な 発射 原理 に は 共 
通す る 部 分 が ある 。 両者 共 、 電 
磁気 力 を 利用 し て 弾頭 の 加速 を 

| 行なっ て いる の だ 。 パレ ッ ト ラ イフ 
ル の 場合 、 弾頭 は 電気 的 に 中 性 
な の で あら か じ め 磁 性 化し て お く 
必要 か が ある (も し く は 加速 剤 と し て プラ ズ マ を 利用 す 
5). 一 方 、 プラ ス の 電荷 を 帯び る 陽電子 は それ 自体 
で プラ ス の 電荷 に 反発 し 、 投入 され た エネ ルギー を 
効率 的 に 加速 力 に 変換 する こと が で きる の で ある 。 


陽電子 の 加速 に は 大 量 の 
電力 を 必要 と する た め 、 ポ 
ジ ト ロン スナ イ パ ー ラ イフ ル 
の 運用 時 に は 外部 冷却 シ 
ステ ム が 導入 され た 。 


чему ври ан | 
| ーー ドー キー 


| 
| 


射出 され た 陽電子 は その 速 
度 で 目標 を 皿 く だ け で な く 、 


員 ポ ジ ト ロン ライ フル ン 射 撃 シ ー ク エン ス 
ここ で 解説 し て いる の は ボ ポジ トロ ンス ナイ パー ライ フル の 射撃 シー 
クエ ンス で ある 。 他 タイ プ の ボ ポジトロン ライ フル も 基本 的 な 手順 は 


共通 する が 、 シーク エン ス に よっ て は 簡略 化 さ れ て いる 部 分 も あり 、 2 


運用 が 格段 に 容易 に な っ て いる 。 これ に つい て は 、 戦 自 研 か ら 徴用 
され た 試作 機 を ポジ トロ ンス ナイ パー ライ フル と し て 訪 遠 改造 し た こ 


と 、 そ の た め 実 戦 に 際 し て も ろく な 運用 試験 が 実施 で き な か っ た こ 
と な ど が 要因 と し て 考え られ る だ ろう 。 


射 疫 シー クエ ンス の 複雑 さ に 対し て 実際 の 射撃 準備 は 単純 その も 
Ф, 撃 鉄 (ヒュ ー ズ ) ФЛИНТА 


調整 な ど 通 常 の 銃 と 大 差 な い 。 


ЕЕЕ т 

陽電子 は 極め て 不安 定 な 物質 で あり 、 ポジ トロ ン ラ イフ ル 運 用 の 
直前 に 生成 する 必要 が ある 。 加速 器 (サイ クロ トロ ン ) で 加速 され た 
電子 を 重金属 粒子 に 衝突 させ る と 、 原子 核 内 で 電子 の 動き が 制動 
され て 強い 光 (光子 ) を 放射 する 。 この 光子 が さら に 重金属 粒子 と 
衝突 する と 電子 と 陽電子 の ペア を 発生 させ る た め 、 強力 な 磁場 を 
使っ て 陽電子 の み を 封じ 込め 、 そ れ を 弾頭 と し て 利用 する の で ある 。 


困 周囲 の 環境 か ら の 影響 を 補正 

質量 を 持つ 実体 弾 が 空気 抵抗 や 重力 の 影響 を 受け る よう に 、 プ 
ラス の 電荷 を 帯び る 陽電子 は 周囲 の 磁場 か ら 影響 を 受け る 。 その 
た め 射 撃 前 に 周囲 の 磁場 状態 を 精査 し 、 そ の 影響 を 含め た 誤差 修 
正 を 行なう 必要 が ある 。 地磁気 や 地球 電離 層 の 強弱 、 さ ら に 大 陽 面 
の フレ アバ ー ス ト な ども 考慮 する 必要 が あり 、 これ ら か ら 受 ける 影響 
を 加味 し な いと 正確 な 射撃 を 行なう こと は 難し い 。 


回 陽電子 の 加速 発射 

ジ ト ロン ライ フル に 送ら れ た 陽電子 は 円 環 型 の 粒子 加速 器 に 封 
入 、 外 部 か ら の 電力 供給 に よっ て 加速 され る 。 陽電子 の 質量 は 極 
め て 軽い た め 、 投入 され た 電力 は ほとん ど 損 失 す る こと は な い 。 そし 
て 最終 速度 に まで 達する と 銃身 型 の 最終 加速 器 に 送ら れ 、 こ こ で 弾 
道 コー ス の 微 調整 が 行なわ れる 。 発射 され た 陽電子 の 速度 は 理論 
上 で は 光速 度 に 匹敵 する ほど の 凄まじ いも の で ある 。 


地下 の 球形 空間 内 に 
構築 され た ジオ フロ ン 
ト の 周囲 は ほぼ 完全 
| な 円 形 を し て お り 、 加 
| 速 器 の レー ル を 敷設 
する に は 最適 で ある 。 


Г зр 第 5 使徒 と の 戦闘 で 
は 、 敵 が 放っ た 加 粒子 


砲 の 強力 な 電磁 場 の 
影響 で 陽電子 の 弾道 
が 捨 じ 曲 げ ら れる と い 
う 現 象 が 発生 し た 。 


最終 的 な 発射 タイ ミン 
グ と 微 調整 は EVA パ 
イロ ッ ト に 委ね られ て 
いる 。 外部 か ら の 遠隔 
操作 で は 微妙 
が 難し い の だ ろう 。 


| 


NERV が 運用 し た ポジ トロ ン ラ 
イフ ル に は 2 種類 ある 。 EVA 専用 
兵 装 と し て NERV が 独自 に 開発 し 
た も の 、 戦 自 研 か ら 徴 収 し た 試作 
型 を 改修 し た も の だ 。 どちら も 基 
本 的 な 原理 や 運用 方 法 は 同じ で 
あり 、 パレ ッ ト ラ イフ ル よ り も 高い 
火力 を 有する こと で も 共通 し て い 
る 。 相違 点 と し て は NERV 独 自 の 
1 ポジ トロ ン ラ イフ ル は 取り 回 し 性 
に 優れ 、 連続 発射 が 可能 と な っ て いる 。 対す る 戦 自 
研 の 試作 型 を 元 と する ポジ トロ ン ラ イフ ル は 、 射程 
が 長く 1 発 の 火力 に 優れ る と いう 特性 を 持っ て いる 。 


ЗЕХШЕЗМ | 


лхан 


中 ポジ トロ ンス ナイ パー ライ フル ( 元 ・ 


戦 自 研 が 次 世代 の 自 走 砲 と し て 開発 し て いた 
ЪФ, グリ ッ プ や トリ ガー、 狙撃 用 スコ ー プ な 
ク 部 分 に キャ タ ピ ラ 付き の 自 走 車 を 設置 する な ど 、 急 ご 


жупу 20X ライ フル 


時 大 出力 ポジ ント ロン ライ フル 改 


試作 自 走 陽電子 砲 
: 作 機 を NERV が 接収 、 EVA 用 と し て 老 速 改修 を 施し た 
設置 し て ライ フル と し て の 機能 を 付加 し て いる が 、 スト ッ 
し ら え の 感 は 否め な い 。 
ー ン 型 で は な く 、 運用 に は 外部 電源 を 必要 と する 。 それ だ け に その 威力 は 目覚 し く 、 日 本 中 の 電力 (ЕВ 
千 万 キロ ワッ ト ) を 投入 され た この 兵 装 は 、 第 5 使徒 の A.T. フ ィ ー ル ド を 買 通 する ほど の 火力 を 発揮 し た 。 


EVA 専用 ポジ トロ ン ラ イ 
フル に エク ステ ンション バレ 
ル と 望遠 スコ ー プ を 装備 し 
た 改修 モデ ル 。 また 陽電子 
の 貯蔵 ユニ ッ ト を 外装 式 の マ 
ガ ジ ン に する こと で 連続 発射 
を 可能 に し て いる 。 


ポジ トロ ンス ナイ パー ライ 
フル を スタ ンド アロ ー ン 型 に 
改装 。 外部 電源 と の 接続 な 
し に 運用 が 可能 と な り 、 取 
り 回 し 性 が 格段 に 向上 し た 
反面 、 火 力 面 で は 原型 機 よ 
り も や や 劣っ て いる 。 


中 EVA 専 用 ボ ジ ト ロン ライ フル (特殊 円 環 式 試作 20 型 ) 


NERV が 独自 に 開発 し た EVA 専 用 装備 。 上 下 に 分 割 され た 銃 尾 の 間 に 肩 


を 入れ 、 抱え 込む よう な 形 で 使用 する 。 銃 尾 に 見 える ふた つの 円 形 パ バー ツ は 
小型 加速 器 で あり 、 これ を 用 いて 最終 的 な 陽電子 の 加速 を 行なう 。 


取り 回 し に 優れ る た め 、 最も 多用 され だ 


ジ ト ロン ライ フル で ある 。 


また 完全 な スタ ンド アロ 


比較 的 
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航空 機 を 搭載 、 運 用 で きる 航空 母艦 。 世界 各地 に 航空 戦 カ 
を 投入 可能 な 戦略 兵器 と し て の 性 格 を 持ち 、 現 代 で は 海上 


戦力 の 主力 で ある 。 第 八 話 に お いて 、EVA 式 号機 の 移送 と | 


護衛 の た め 、 国 連 軍 太平 洋 艦隊 に 所 属す る 5 隻 が 運用 され 
た 。 そ の 際 の 旗艦 は ニミッツ 級 原 子 力 空母 オー バー・ ザ ・ 
レイ ン ボ ウ 。 第 6 使徒 ガ ギ エル 襲来 の 際 、 使 徒 に 抗 す 術 を 持 
た ず 、 非 常用 ソケット を 用 いて 弐号 機 へ の 電力 供給 源 と し 
て 使わ れ た 。 オ ー バ ー・ ザ ・ レ イン ボウ も 参照 の こと 。 


に お いて 、 南 極 か ら ロ ン ギ ヌス の 槍 を 回 収 する 運搬 船 と し 
られ た 。 そ の 際 に 用 いら れ た 空母 は ッ ツ 級 の 一 世代 前 
ドウ ェ ー 級 空母 と 思わ れる 。 


ЕУА2 Б С ЛА п и ジ 作業 に お 
いて 、 外 部 か ら の 信号 に 初 号 機 が 反応 し な いこ 
と に 対し て 赤木 リツ コ が 発し た 言葉 。 第 14 使 徒 ゼ ル エ ル と 
の 戦闘 に お いて シン クロ 率 4009%% を 超え た シン ジ は 、 初 号機 
に 取り 込ま れ て し まい 、 ヒ ト と し て の 姿 を 保 て な く な っ て し 
まう 。 そ の 際 の サル ベー ジ 作 業 ス テー ジ 2 の 段階 で 自我 境界 
が ルー プ ブ 状 1 され て し まい 、 反 応 が 返っ て こ な か っ た こ 
と を Г 号 が クラ イン 空間 に 囚われ た 」 と 称し た 。 な 
お 、19 世 紀 ド イツ の 数 学者 フェ リッ クス ・ ク ライ ン の 考案 
(2, ХЕТАФИАОМЊЊЕ А [72170] が あ 
る 。 こ れ は 内 側 を 辿る と 外側 に 、 外 側 を 辿る と 内 側 に 着く 
と いう 内 側 と 外側 の 区 別 が つか な い 吾 を いう 。 


号 が クラ イン 空間 に 囚われ て いる た め 効 果 は な く 、 
は 失敗 し て し まう 。 


レン ー タ - 


物体 の 爆発 や 衝突 に よっ て で きる 巨大 な 孔 。 СН 
孔 の 事 を 指す が 、 広 義 的 に は 火山 活動 や 爆発 事故 、 地 雷 や 
砲弾 な ど に よっ て で きた も の も 含む 。 使徒 の 攻撃 や 自爆 の 
ほか 国連 軍 の n* 兵 器 に よる 使徒 へ の 攻撃 な ど で 、 巨 大 な ク 


ー が いく つも 作ら れ て いる 。 な お 、 第 7 使徒 イス ラフ 
ェ エル に 用 いら れ た ny 爆 軍 に よっ て 作ら れ た クレ ー タ ー は 第 2 
芦ノ湖 と 称 さ れ て いる よう だ 。 


第 10 使 徒 サ ハク ィ エル は 衛星 軌道 上 か ら 身体 の 一 部 を 爆弾 と し て 
落下 させ る Ет と AT. フ ィ ー ル ド の 相乗 効果 に よる 攻 
巨大 な クレ ー タ ー を 作り 上 げ る ほど の 破壊 力 を 持つ 。 


遺伝 情報 が 同じ で ある 個体 や 核酸 、 細 胞 及 びそ の 集合 の こ 
と で 、 主 に 生体 の 複製 を 指す 。 ハー バー ド ・ ウ ェ ッ パー が 、 
栄養 生殖 に よっ て 増殖 し た 個体 集団 を 指す 生物 学 用 語 と し 
て 定義 し た 。 NERV の も つ ク ロー ン 技 術 は 極め て 高度 だ と 考 
えら れる 。 生体 部 品 に よっ て 構成 され て いる EVA は 、 南 極 
で 発見 され た アダ ム と 称 さ れる 生命 の コピ ー と され 、NERV 
本 部 セン トラ ルド グマ の L.C.L. プ ラン ト 内 に ある ダミ ー プ ラ 
グ の コア と な る 綾波 レイ の 肉体 も クロ ー ン の 産物 で あろ う 。| 
ОВО ор, УЕ 
К (Еа ОА Оо Со 


ステ ム の コア と な る 部 分 で ある 綾波 レイ の パー 
肉体 は 複製 で き て も 魂 と 呼べ る も の は コピ ー で き な か っ た 


黒き 月 


冬 月 に よる と 人 類 の 生命 の 源 た る リリ ス の 卵 の こと で ある と 
いう 。 EVA 初 号 機 と EVA シリ ー ズ に よる サー ドイ ン パ クト | 
の 発生 の 際 に 、NERV 本 部 の ある ジオ フロ ント その も の が 黒 


き 月 で ある 事 が 判明 し た 。 本 部 施設 は この 内 部 に 構築 され 
その ほか の 内 部 構造 は 不明 。 


て いた よう だ が 、 


a 2 
サー ドイ ン パ クト の 衝 っ て 表面 が 掘削 され 、 地表 に 
し た 。 そ の 後 リ リス に よっ て 用 いら れ 、 ガ フ の 部 屋 の 扉 が 開く 。 


[е2 


Фон 


オー スト リア の 銃器 メー カー、 グ ロッ ク 社 の 開発 し た 自動 式 
拳銃 。 オ ー ス トラ リア 軍 に 制式 拳銃 と し て 採用 され た Pi80 
の 民間 用 モデ ル と し て 1985 年 に 販売 され た 。 弾薬 は 9mm パ 
ラベ ラム で 、 装 弾 数 は 17 発 。 な お 、 名 称 に ある 17 は 装弾 数 
か ら と も 、 製 造 の 際 に 取得 し た パテ ント 数 か ら と も 言わ れ て 
いる 。 オ ー ス トリ ア の ほか に FBI や イン ド 、 ス ウェ ー デ ン 、 
フィ ン ラ ンド な ど で 広 く 採用 され て いる 軍用 拳銃 の ひと つ 。 
NERV が 制式 採用 し て お り 、 戦 略 自衛 隊 の 製 撃 時 に 日 向 マ 
コト が 用 いて 応戦 し て いる 。 そ の 際 、 青 葉 シゲ ル が 伊吹 マ 
ヤ に 手渡 し た も の の 、 彼 女 は 最後 まで 使わ な か っ た 。 


マコ ト の 机 に 仕舞 われ て 
いた グロ ッ ク 17 と 予備 の 
マガ ジン 。 白兵戦 に 向け 
銃 の スラ イド を 引き 、 装 
弾 を 確認 し た 直後 に 戦略 
自衛 隊 が 突入 し て くる 。 


の 1 
| me シス テム 


第 3 新 東京 市 及び その 周辺 の 対 使徒 迎撃 シス テム 。 信 装 さ 
れ た 建築 物 の 中 に は 、 対 使徒 戦 を 想定 し た ミサ イル 等 の 支 
援 兵 器 だ け で な く 、EVA の 使用 する 各種 武器 や アン ビリ カ 
ル ・ ケ ー ブ ル 接続 用 の コネ クタ な ど 、EVA を サポ ー ト する 
様々 な 兵 装 が 格納 され て いる 。 た だ し 、 通 常 兵器 で 使徒 に 
損害 を 与え る こと は で きず 、 支援 兵器 は けん 制 程度 の 効果 
し か 持た な い 。 あ くま で も 、EVA と の 連携 に よっ て 使徒 を 
迎え 撃つ た め の シ ステ ム で ある 。 ま た 、 戦闘 の 際 に 第 3 新 東 
京 市 中 央 部 の ビル 群 は 地下 の ジオ フロ ント に 収納 (戦闘 形 
態 へ の 移行 ) され る 仕組 み に な っ て いる 。 な お 、 第 拾 四 話 
の 人 類 補 完 委員 会 特別 召集 会 議 の 席 で は 、 第 4 使徒 シャ ム 
シエル 戦 で の 第 3 新 東京 市 の 戦闘 形態 へ の 移行 は 96.8%、 38. 
対空 迎撃 シス テム の 稼働 率 は 48.2% (第 参 話 の オペ レー タ 
ー の 報告 で は 48%) と 報告 され て いる 。 そ の 後 の 第 5 使徒 ラ 
ミエ ル 戦 で は 多大 な 損害 を 被っ て お り 、 第 7 使徒 イス ラフ ェ 
ル の 出現 時 の 迎撃 シス テム 復旧 率 は わずか 269%、 実 戦 に お 
ける 稼働 率 は 09%6 と 深刻 な も の で あっ た 。 そ の た め イ スラ フ 
ェ ル の 迎撃 は 第 3 新 東京 市 で は な く 、 使 徒 の 駿河 湾 上 陸 に 
合わ せ EVA2 体 が 打っ て 出 て いる 。 


第 3 新 東京 市 へ 侵攻 する 使 
プ ウ ェ イ に 偽装 し た 迎撃 シス テム езин, 


ケイ ィ イシ 


EVA が 格納 され て いる 施設 。 待機 中 の EVA 各 機 は 、 複 数 の 


2 エク スト ラシー ト 
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拘束 具 に よっ て ケイ ジ 内 の アン ビリ カル ・ ブ リッ ジ に 固定 さ 
れ 、L.C.L. と 思わ れる 液体 に 胸部 まで 混 さ れ て 格納 され て い 
る 。 な お 、 よ く 使 用 され て いる 格納 施設 は 第 7 ケイ ジ が 多い 。 


| ||| 


冬 月 コウ ゾウ が NERV ( ゲ ヒ ルン ) の 一 員 に な る 前 に 、 京都 
大 学 で 専攻 し て いた 学問 。 人 間 の 精神 世界 に 関す る 考察 を 
通し て 、 人 類 の 進化 過程 な ど を 研究 する の が 目的 と 思わ れ 
る が 、 そ の 詳細 は 不明 で ある 。 な お 、 形 面 上 学 と は 、 古代 
ギリ シア の 哲学 者 アリ スト テレ ス の 著作 か ら 名 付け られ た 哲 
学 の 一 分 野 で あり 、 神 や 世界 な ど を 研究 対象 と し 、 | 自然 学 
の 後 の 書 ] を 意味 する 。 


| 形 耐 上 生物 学 第 1 研究 室 


1999 年 当時 に 冬 月 コウ ゾウ が 、 京都 大 学 で 教授 と し て 教鞭 
を 執っ て いた 形 面 上 生物 学 の 研究 室 。 研究 室 の プレ ー ト に 
は 冬 月 の 姓 が 記載 され た 紙 が 貼ら れ て いる 。 彼 は ここ で 、 生 
物 工学 の 優秀 な 学生 で あっ た 在 ユ イ と 出会う 。 


увеле та АН] 


京都 大 学 に ある 冬 月 の 研 
究 室 。 冬 月 の 名 が 紙 で 貼 
っ て あり 、 着 任 し て 間 が 
な い の か 、 仮 の 研究 室 な 
の か は 不明 。 


|| 


NERV が 使用 し て いる 警備 用 の 車両 。 な お 、 戦略 自衛 隊 も 
同様 の 車種 に 改良 を 施し 、 指 揮 車 と し て 利用 し て いる 。 


戦略 自衛 隊 の 器 撃 に よっ 
て 対戦 車 砲 を 撃ち 込ま 
れ 、 破壊 され て し まっ た 。 


ЕЕ | 
| | 


電気 工学 用 語 。 電気 、 電 子 回 路 等 に お ける 入力 と 出力 の 比 
の こと 。 利得 ( り と く ) と も いう 。 出力 の 方 が 入力 より も 小 
さい 場合 も ゲイ ン と 呼ば れる が 、 一 般 的 に は 増幅 器 (増幅 


回 路 ) 等 に よっ て 入力 より 大 き な 出 力 を 得る こと を 指す 。 
EVA 各 機 は 基本 的 に アン ビリ カル ・ ケ ー ブ ル を 介し て 電力 
を 補給 する が 、 緊 急 時 の た め の 予 備 の 内 部 電源 を も っ て お 
り 、 ア ン ビ リカ ル ・ ケ ー ブ ル が 断線 し た 場合 に 切り 替わる 。 
その 際 の 活動 限界 は 、 フ ル で 1 分 、 ゲ イン を 利用 し て 最大 5 
分 と な る 。 


| сатета 


NERV 本 部 施設 の ゲー ト 。 第 弐拾 相 話 に お いて 、EVA 弐 号 
機 の ハー モニ クス テス ト を 終え た 潜 カ ヲ ル が 使用 し た 。 ま 
た 、 第 捨 索 話 に 登場 し た ゲー ト と 同じ も の で あり 、NERV 各 
職員 に 配布 され て いる 個別 の ID カー ド (セキ ュ リ ティ カー 
ド 兼用 ) を スリ ッ ト に 通す 事 に より 開閉 する 。 


Зс) оче は 、 ゲ ー ト 前 の ペンチ に 座り 、 カ ヲ ル の 


帰り を 待っ て いた 。 


|= 


銃 の 撃 発 装置 で 、 НАОСА 
打 す る 部 分 の こと 。 う ち が ね と も いう 。 第 六 話 の ヤシ マ 作 戦 
に お いて 、 ポ ジ ト ロン スナ イ パ ー ラ イフ ル を 撃つ 際 に 、 日 向 
マコ ト が 「 撃 鉄 お こせ 」 Ет. ЕУАДЕНВОЋЊУ У 7 
は 撃 鉄 を お こし て ヒュ ー ス 管 を 装填 し た 。 


トロ ンス ナイ パー ライ フル は 大 出力 の 陽電子 泡 の た め 、 実弾 の 
代わ り に 巨大 な ズ 管 を 装填 する 仕組 み と な っ て いる 。 


|е» | 


NERV 本 部 地下 の ター ミナ ルド グマ へ 侵攻 し た 第 17 使 徒 タ 
ブリ ス 。 そ の 際 に 彼 が 展開 し た A.T. フ ィ ー ル ド を 葛城 ミサ ト 
が こう 称し た 。 光波 、 電 磁 波 、 粒 子 を も 遮断 し 、 外 部 か ら 
モニ ター する こと すら 不可 能 と する 強力 な A.T. フ ィ ー ル ド は 、 
まさ に 結界 と も いえ る 。 な お 、 結 界 と は 、 清 浄 な 領域 (ЕЕ 
域 ) と 世俗 (不浄 ) の 領域 と を 分 ける 区 切り 、 境 界 線 の こ 
と を 意味 する 仏教 用 語 。 一 般 的 な も の と し て は 神社 や 寺院 
の 鳥居 や 注連縄 、 机 や 扉 な ど が ある 。 ま た 、 村 の 境界 に 設 
置 さ れ て いた 道祖神 や 廣 申 塔 な どの 石仏 も 結界 の ひと つ 。 


結界 の ご と き A.T. フ ィ ー ル ド は 、 タ ブリ ス を 追う EVA 初 号機 の 探知 
まで も 不可 能 に し て し まう 。 


[ева а 


第 12 使 徒 レ リエ ル の 形成 する ディ ラッ ク の 海 に 囚われ た EVA 
初 号機 。 そ の と き 死 に 瀬 し て 腰 誰 と し た 碗 シン ジ の 内 面 世 
界 に 出 て くる 新聞 (も し く は 雑誌 ) の 見 出し の ひと っ 。 小 
見 出し に は 「 我 国 遺 伝 子 学会 の 誇り 」 と ある 。 詳細 は 不明 
だ が 、A.G. ケ アン ズ = ス ミス が 著 し た 「 遺 伝 的 乗っ 取り 一 生 
命 の 鉱物 起源 説 ](Genetic Takeover) の 中 に 「 地 球 上 に 最初 
に 発生 し た 生命 体 は 鉱物 の 結晶 で あっ た ] と いう 説 が ある 。 


この 学説 と 、 鉱 物 に 似 た 
表面 を 持つ 第 5 使徒 ラ 
エル な ど 、 使 徒 の 遺伝 子 
や 構成 素材 に 直接 関係 
が ある の か は 不明 。 


|х. 第 3 新 東京 市 


第 六 話 の サブ タイ トル 。 英文 タイ トル は 「Rei」。 第 何 話 
の サブ タイ トル 「 レ イ 、 心 の むこ うに ] の 英文 タイ トル 「Rei 
1 」 か ら 続 くも の で 、 第 佑 話 と 同様 に 綾波 レイ の 存在 を 主 
軸 と し た 物語 で ある こと を 示し て いる 。 


2 | 


ゲノム は 、 生 物 の 遺伝 子 の 全体 、 あ る 生物 を その 生物 足ら 
し め る の に 必須 な 遺伝 情報 を 指す ドイ ツ 語 。 生物 の 染色 体 
の 基本 数 と な る 染色 体 の 一 組 で 、 通 常 一 個体 ( 二 倍 体 ) の 
体 細胞 は 雌雄 ふた つの ゲノム を 持つ 。 な お 、 ヒ トゲ ノム に は 
約 32 億 個 の 塩基 配列 (塩基 対 ) が ある 。 


⑨GAINAX・ カ ラー/Project Eva. GAINAX・ カ ラー/EVA 製 作 委員 会 


